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内 容 抄 録

 昭和11年7月ヨリ同13年5月迄ノ間二吾が石川縣健

康旧談所ヲ來訪セシ多数肺受腰患者中ヨリ主トシテ偏

参入工氣胸適懸症45名ヲ選澤シ外來氣胸ヲ施行シ経過

中二於ケル赤血球沈降速度及ビ中性嗜好白血球ノ核移

動ヲ主眼トシ梅醤セルモノニシテ内容抄録下ノ如シ．

 1）良好ナル経過ヲ辿ルモノニ於テハS．R．ハ正常

数マデ渥延シ得．4S均核数亦右方移動シ健常入閾四達

シ得．

 2）滲出液無事セルモノニ於テハ概シテ滲出液ノ出

現前後二於テS．R．ハ速進，牢均核数左方移動ス．

 3）高度ノ肋膜癒着護糊膏二於テハ萎縮當初二輕度

SR．ハ遅延スレドモ後チ再ビ猛進シ，平均核数亦i萎縮

當初二右方移動スレドモ再ビ左方移動X．

 4） 反封側新潟竈ノ出現及ビ反勤側三悪ヲ見シ例二

於テハS．R．ハ最初ヨリ速進スルモノ，最初遅延新病

竃ノ出現及ピ増悪期二速進スルモノ等アレドモ概シテ

新郎竈ノ出現及ビ増悪墨田ハ速進ス，ZF均核激ハ概シ

テ新病竈ノ出現及ビ増悪期二左方移動ス．

緒  言

第1章 實験方法

第2章 實験成績

 第1節良好ナル経過ヲ辿りシ例

 第2節考慮スペキ滲出液ノ瀦溜ヲ見シ例

 第3節高度ノ肋膜癒着ヲ嚢見セシ例

目 次

 第4節 反封側新病竈ノ出現及ビ反i討側ノ増悪ヲ

    見シ例

第3章 総括並二考按        一

結  論

献酬文献

緒

 人工氣胸ノ浩革ハ1822年スコツトランドノ生

理學者Carson氏ノ提議ヲ以テ嗜矢トスル．

言

 Robert Kochガ1882年結核菌ヲ獲見セルト同

年＝伊人：Forlaniiii（1）（2）ハ人工的閉鎖性氣胸＝
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370 竹 谷

依ル肺結核療法ヲ提言ジ現代氣胸療法ノ基礎ヲ

創造セリ．

 ソノ後：Brauer（3）， Spepgler（3）， Saugman（4），

Hansen（4）， Zlnn（5）， Geppert（5），熊谷（a），永井（7）等

ノ業績二言テ暗々該療法ノ顯著ナル効果が認メ

ラル・二至レリ．而シテ肺結核一封シ該療法が

顯著ナル効果ヲ齎ラス所以ノモノハ患者ノ心慮

的並二他畳的症状が良好ナル経過ヲ辿ル根擦ヲ

有スレバナリ．他畳的症状申重要ナル治癒判定

ノ役割ヲ演ズル「レントゲン像二就イテ良悪ヲ

論ズルハ遠隔試験二面スルが故二蝕二於テハ輩

＝血液ノ諸攣化中海二興味アリシ赤血球沈降速

度（S．R．）ト血液像特輯中性嗜好白血球ノ干均核

撒ヲ主眼トシ附加的＝諸穣自心的症欣が外來細

面経過中二如何二攣動セシカヲ論ゼントス．

 抑モS．R．ハ1917年：Fahraeus（9）ガ絢構酸ナト

リウム」水溶液ヲ以テ血液ノ凝固スルヲ防ギ之

ヲ試験管内二放置スル時玉繭婦，敗血症，悪性

腫瘍其ノ他諸種ノ疾患r一於テ赤血球ノ沈降スル

面面が健康者ノ血液ヨリモ遙カニ速カナルコト

ヲ隠見セル出始マリ，ソノ後此ノ非特異性藁紙

ヲ結核患者二慮用スルモノ跡ヲ縄タズ．EPチ

 Westergren（8）， 1〈atzC9）， Frisch（iO）〈ii＞， Starlinger

（iO）〈ii）． Mathe〈i2＞． Mtiller（i3）． NVindrathCi4）． Garn一

           ） tt i一一L一一 t－T一一 7  1 一tHTTT－iv 1

atz（14），渡部㈹，大谷㈹，山口㈹，小坂㈹，倉

金（19），向野（29）等血忌二邊アラズ．要スルニ活動

性ニシテ盤面ナル無智ヲ有スル肺結棲患者二於

テハ常＝ S．R．ノ転進アルヲ認ムルナリ．

 次二氣胸ノ際ノS．R．二就イテハSchneider（21）

DUll（22）， Maendl（23、，向野（21）， Math6（12）， MUIIer

（13｝等アリ．

 多数ノ：文献アルモ敦レモソノ説クトコロRita

Gripenberg（25）ガ1925年肺結核：二人工氣胸ヲ：施

行セル際ノS．R．ト題シ51例二就イテノ氏ノ實

験ノ結果二賛同スベキモノト信ジ原文ヲ富川ス

1ノノミ

 1）人工氣胸ヲ：施行セル患者ノS．R．ハ臨床

上ノ病状ト牛行シテ経過ス．

 2）人工膿胸前叉ハ施行最初二速進セルS・R・

ハ必ズシモ豫後ノ悪化ヲ意味スルモノデナイ．

 3）有効ナル肺萎縮歌態ヲ來セル場合叉ハ反

鉗側ノ増悪ノナキ場合ニハS．R．ハ正常敷二近

ヅキ’得ルモノナリ．

 4）S．R．ガ僅少ナル減少ヲ來セル症例二於テ

ハ屡々結核病身ノ進行ヲ停止セシムルが如キ充

分ナル肺萎縮ヲ見ズ．

 5）氣胸中ノ滲出液出現二曲テハ普通ノ漁性

肋膜炎ノ場合ノ様二大抵ノ場合S．R．ノ速進ヲ

來スモノナリ．

 細口中性嗜娃白血球ノ核移動二就イテハAr－

neth（2a），研究報告以來多数學者二依ツテ追試サ

レタルモ嚢キ一本學杉山教授（27）（！8）ガ2項式牛

均核移動設ヲ提案セラレテヨリ同門下ヨリ業績

績出セリ，師チ深山，大里働，入江，橘，藤

田，宮村（3。x31）ハ健常人二就イテ，加藤（33）ハ臓

器及ビ組織中＝於ケル白血球ノ核移動二：就イ

テ，市場（34）ハ外科的疾患二就イテ，大月（35）川

治天意二言ル固定標本が塗抹固定標本二優ルコ

トヲ力読セリ，結核患者二：就イテモ倉金（19）ハ

多藪患者二就イテ同法二依リ首飾経験セリ．余

モ畑違胸纏畠中ノ核移動ハ凡テ杉山式2項式雫

雲立：藪法二依ルゴト、セリ．

 人工氣胸ト血液像トノ關係二就イテハ短時間

内ノ饗化ス就キAltschuller（31），Chini，Virgilio（3；），

佐々木㈹等アリ．之ハ余ノ實験外二蜀ス．維過

的観察ヲナセル毛ノニ EverbuschC39）， Gutstein

（40），Rusg． ew（37）向野等；c41）アリ．彼等ハ良好ナル

春眠鰹過二於テハ中性嗜好白血球ノ減少，淋巴

細胞，「エオジン嗜好性白血球ノ増加ヲ認狂喜

移動ハ右方移動スト獲表セリ．

 余丁以上ノ槍査法ヲ主眼1・シ健康相談所二於

テ施行セル外來人工氣胸療法が如何ナル経過ヲ

辿りシカヲ護表セントス．本邦二於テ斯カル研

究ヲ護表セル例ヲ未ダ見ズ．

 Tenenbaum u Re｛terowski（拗ハ1931年外事人

工氣胸療法二就イテ次ノ如ク報告セリ．

 1）姿容氣胸患者ト外來氣胸患者トノ1用ノ治

験域：績二大差ナシ．

 2）外翼氣胸二於テハ搬送氣胸＝際シテ現ハ

ル・合併症数ヨリ大ナラズ．

［M）



外來入工氣胸経過中二於ケル赤血球沈降速度（S．R．）及ピ白血球核移動ノ推移二就イテ    371

 3）牧容氣胸6，7回瓦斯補充後相當ノ良好

ナル結果ヲ齎ラシ初メテ外來氣胸Pt移ルベキモ

ノナリト．

 4）公立叉ハ私立療養所ノ病床藪ノ不足ヲ考

慮シ外來氣胸所ノ設置二考へ及バネバナラヌ
ト．

第1章實験 方 法

 畑地材料 昭和11年7月ヨリ昭和13年5月マデノ間

二石川縣健康相談所ヲ來訪セシ肺結核患者45名ヲ使用

セリ．

 入工氣胸 圭トシテ偏側氣胸適懸症ヲ選澤セリ．

 人工氣胸器 當内科大澤講師考按脱髄ルモノ．

 検査方法 氣胸直前1回，氣胸当ハ1ケ月毎二血液

像及ピ赤血球沈降速度ヲ観察セリ．

 氣右前ニマソトー氏反懸ヲ施行セリ．使用液ハ傳研

出ツベルクリン」10GO倍溶液O．lccニシテ左前脾内側二

注射シ48時間後二判定セリ．

 血液像 察腹時二摩ヲ加ヘズシテ耳朶ヨリ流出スル

血液ヲ型ノ如ク塗抹シ「メチールアルコール」ニテ固定

シGiemsa氏液ニテ染色シ自血球．200個，中性嗜好白

血球100個ヲ同時二観察シ季二二分葉撒ハ杉山式2項

式分類法二二ヒタルモ蓮結橋ニヨル核型が充分二分節

ノ印象ヲ興ヘルモノハ別個ノ分葉トシテ計算セリ．

 赤血球沈降速度 （S．R・ト略ス）．

 Westergren，ノ装置ニョリ原法二丁ヒ室温二放置セ

ルモ岡部氏温度訂正表（53）ニョリ略ボ20。C二換算シ，

1時間，2時間，24時間後ノS．R・ヲ測定記載セリ．
                B
中等Pt・、 K…論式M．W，＿A＋一7二。敢定
                2
ス．（Aハ1時間値：Bハ2時聞値）

 萎縮朕態

 萎縮早態ヲ表示スルニ次ノ如キ記號ヲ便用セリ．

 （＋）輕度萎縮．レントゲン無恥及爲寺上面積略

ポ3／4迄萎縮セル場合．

 （甘） 申等度萎縮．〃 3！4乃至1／2マデ萎縮セル

揚合．

 （柵）高度萎縮．〃 1／2乃至1／4迄萎縮セル場

合．

 （柵）極度萎縮．〃 1／4以内二萎縮セル場合，

 以上ハ肋膜癒着ナク完至氣胸ヲ形成セル場合ニシテ

肋膜癒着アル時川劇ノ程度ヲ騒騒ヲ以ツテ表示スルコ

トナク軍二説明スルニ止メタリ．

 滲出液程度

 滲出液程度ヲ表示スル語次ノ如キ記號ヲ便用セリ，

 （十）  肺野下1／8迄瀦溜セル：場合．

 （十十）  肺野下1褐乃至1／4迄瀦溜セル場合．

 （研） 肺野下114乃至1／2迄瀦溜セル場合．

 （柵） 肺野下1／2乃至鎮骨下衣瀦溜セル場合，

 爾ホ入込氣胸中二邊縁滲出液ノ幽現ハ殆ソド90％以

上二之ヲ見ルモノニシテ余ノ實験二士テモ撒例ヲ除キ

他ノ凡テノ場合二於テ繹瞼セルモ之ハ比較的短時日ニ

シテ，浦腿スル性質ヲ有スルモノナレパ記號ヲ附シ考

慮スペキ滲出液トシテハ取り扱ハザリキ．

 人工氣胸45例ヲ次ノ如ク分類セリ．

 第1節 良好ナル経過ヲ辿りシ例，23．

 完至氣胸ヲ形成シ自畳的症朕消失，腿重ノ増加S・R．

ノ遅延，中性嗜好白血球牛均核心ノ右方移動セシモノ

ヲ包含セリ．

 第2節 考慮スベ：キ滲出液ノ瀦溜ヲ見シ例， 7．

 滲出液程度（十）脚チ肺野下1／8以上瀦溜セル場合ヲ

考慮スベキ滲出滴ト見倣セリ．

 第3節 高度ノ肋膜癒着ヲ酸見セシ例，7．

 人工氣胸例ハ凡ペテ横隔膜肋骨蟹ノ強観角隠シテ呼

吸二際シ活澱ナル運動ヲナシ肋膜癒着ナカリシモノヲ

選澤スレドモ氣胸施行二際シテ意想外ノ癒着ヲ護見ス

ルコト往kニシチアリ．叉命ゼラレタル期日二患者來

訪不可能ナリシ爲高度ノ肋膜癒着ヲ生ゼルモノハコノ

内二包含セリ．

 第4節 反封戸新型竈ノ出現及ピ反射側増悪ヲ見シ

例，8．

 一封側新病竈ノ出現及ピ反封側増悪ヲ圭トセルモ滲

出液出現2，高度ノ肋膜癒着招來2ヲ包含セリ．

第2章實験 成 績

第1節良好ナル経過ヲ辿りシ例 （1）中田某 19巌 （♀）

［ 35 ）
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 職業 事務員 初診 昭和11年7月10日．

 診断 左肺浸潤 家族歴既往症 ナシ，

 現病歴 撒日來風邪ノ氣小山テ咳漱，喀血，盗汗ヲ

訴フ．

 初診時理學的所見 左胸部第3第4肋間vデ輕度ノ

濁普ヲ呈シ該濁晋界二於テ少目ノ小水泡普ヲ聴取ス．

 レントゲン所見 左肺中野一難卵大ノ境界梢や鮮明

ナル軟陰窮像ヲ認ム．

 ガフキ・一〇號．マソトウ氏反懸3×4・5cm．

 左肺萎縮状態経過 肋膜癒着ナク，完全二三ヲ形成

シ補充注入17回ニシテ萎縮状態（柵），ソノ間1遇1回

ノ邊氣ニテ総逞氣量6．000ccナリ．S．R．及ビ届書核敷

ハヨク萎縮状態ニー一致シ正常値トナレリ．白血球百分

牽二就テ一著攣ナカリシモN・ハ増加シL．ハ減少ノ傾

向アリテ正常数ヲ保タソトスルモノノ如シ．

 観塞期間5ケ月後來所セズ．饅温燈重二攣化ナク圭

訴消失ス．

第1表 中 田 某 19歳 （♀）

11／ 7

15／ 8

12／ 9

12／10

12／11

8／12

氣 胸

回 数

初回前
5rtSI，1）一

9N．F

13N．F

16N．F

18N．F

S． R，・

lst

28

17

15

8

5

6

N・自血球核分葉数
 （観察細胞100）

自血球百分率
 （観察細胞200）

2・t浴E巨1い中VIV騰N囲M EI IB
55

43

32

18

13

8

93 i， 30 ii 50 i 18 1 2

90 1 18 i 63 ， 17 2

     f

11．92） 50

2．031 57
  t

萎縮状態饅 重

40．51 3 16．5

34 1 1．51 7．5

一一一@j 46 kg

十 i 45．5 ti

93

W2
@ t741

20

P2

P0

羅i・1薩il離1
466

1．5［

T  1

Q．5

1
十ド

�ｺ

44〃
S4．5〃

S6〃
70！  1

ユ41              1   1T5127 2 2             12．231  ［                  1

柵 46〃
陶

N．F・後充盈Nach FUIIungノ略．

 （2）  村某  22歳  （？）

 職業 農業．初診 昭和11年8月3日．

 診断 右鎖骨下浸潤．

 家族歴及ビ既往症二結核性疾患ナシ．

 現病歴 去月初旬ヨリ胸部倦怠感，食慾不振ナリト．

 初診時理學的所見ナシ．

 レソトデソ所見 右鎖骨下外側二於テ径25cm大ノ

滲出性ト見倣シ得ル軟馨アリ．

 ガフキーO號，マントー氏反懸4×4Cm．

 右肺萎縮朕態経過完全白白ヲ形成シ補充注入23回ニ

シテ萎縮朕態（柵）総迭氣量9．890ccナリ．

 9・ ．R．及ビ二二三叉ハヨク萎縮朕態ニー致シ正常値ト

ナレリ．

 白血球百分目二心キテハ：Nハ減少Lハ埆加M及ビ

Eハ寸評シ正常ノ琵衡ヲ保タソ1・ス．

 襯察期間6ケ月後來所セズ．丁丁二丁化ナク，三重：

ハ40kgヨリ43k9トナリ3kgヲ増加シー般献引回良

トナル，

第2表 ＄寸’ 某  22歳  （♀）

日 ／ ／

氣 胸 S．R， （観察細胞  一  一  一

N．白血球核分葉藪
100）

白血球百分寧@鯉察細胞200） 一  一 一 一  一  一      一   一      『

 〆
@／̂
∠一一担 回 激 郵・ P2st 24st

一      一  7  一  一    一

E国III
   一     一     一              一

EV kv灘Nい’IM
E1・＿＿＿一⊥一＿＿ 萎縮状態 麗 重

一 一 一 一  一 、      一 一    一 一  一           

6／8 初回前 63 82 ・21 p56 28 16 oI ［L60 87 13
一 40kg

3／9 4NF 45 80 120 52 35 12 1 1．62 十 43 〃

2／10 8N．：F 41 77 127 51 31 14 4 L71 72 27 1 朴 43〃
2／11 12NF 12 32 100 20 55 23 2

207｝67ε
28@1
1 3．5

@［
甘 43．5〃

1／12 16N．F 14 35 工20  1 22 49 26 3
  l

戟F1鰐5 13．5 4．5 11 什1 435〃

20／1 23NF 7 18 78 119 49 28 3 1 1a5 1．5 柵 44〃

17／2 27NF 7 20 79 20 42 32 6
  l
P22引 57 33 9 6

工5i
S1

柵 43〃

C 36 ］
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 （3） 島田某 24歳 （？） 無職．

 初診 昭和11年7月21日．

 診断 右肺上葉浸潤，

 家族歴 ナシ．

 既往症 1年前肋膜炎及ビ肺尖結核．

 現病歴 数日來左胸部ノ疹痛ヲ訴フ．

 初診時一側的所見 ナシ，

 レントゲン所見 右肺上葉至腿二援一マレル大理石紋

檬ノ軟陰男ニシテ鎖骨下二径3Cm大ノ室洞ヲ有ス．

 ガフキー0號．マントー氏反懸．8×8cm．

 右肺萎縮歌態縄過 肋膜癒着ナク完至氣胸ヲ形成

ス．補充注入18回ニシテ極度二i萎縮ス（柵｝）．

 S・R・ハi萎縮ト密陀出端スレドモ18回補充時以後ハ時

二鋳貨，時二渥延シ正常数二達スルコトナシ．

 4S均鋤鍬右方移動ヲ認ム．

 白血球百分率 著明ナル攣化ヲ認メズ，

 観察期間14ケ月，氣胸申止シ右肺ヲ蹟張セシメ爲眞

撮影ノ結果最初ノ軟陰撃ハ至ク繊維目貼長年封犬像トナ

リ搬痕化ス．

 1鐙温 ZF温．

 操重50．5kgヨリ46．5kgトナリ4kgノ減少ヲ示ス

第3表 島田某24歳（9）

∵膿∵海
ll細騨魏膣1
24／9「9〃：3270114
23／10113  〃  130 159 1120

24／1・；16〃i27i501120

窮iii麟；i；

4／ 31 24〃114…441・・4

          
9／4126  〃  115  38 1105
                  

6／528”32165、120
15／6130 〃 130！69 115
                  ト

16／7，32”「4017511エ7

14／8i34”1 336695
7／1・138〃11643 11・5
           1

N耀瀦惜数1自（購三焦率
・II?gいvvr鎌INILMI・い
46130
 し
35152
  24 60

22151
23…44

 」
26 42

24 50

19146
18 60

23 41

26 55

20156
20152
34152
18i50

20

11

11

20

24

30

17

27 1

15

29

13

22

23

10

25

31

2i
・s 1

il！

9

2 i’

sl

プ
5

7

6

21
 1

1

1

1

2

   i
L83 61 133．5

L80153 126

1．9788．5i 8

     
1器5rl1

2．08

2．12

2．25

2．13

2，20

199
2 06

4 s 1 12．14

2

7

2 1．86

j2．21

715 16

73．5’16、5

78115
 i56 266

62：25

58i32．5

64132

66120
  78115
62 P32

4 i 1．5・

15．51 5．5r

    I
1 1 2．5！

6．sl s ［

8 2 i
 i ’L 一［

 i10，52

4 i6

5 12
    1
8 ’ 9．5

11 ii 2

4 1 5．5

1 i3

10i4
4．51 2 5i

3 i3 i

萎縮状態、膿 重

一，一

1＋
i A

 柵
 柵
  rl

  rl

  rl

  1／

  tl

  tl

  11

  11

  11

50．5 1〈g

49．5 ti

49 lt

48．5 1i

48 u

47 1！

47 e
1 4s．s n

45．5 t1

45．5 ，1

46 i／

46 n

44 ii

45 m

46．5 ，t

 （4） 荒木某 16歳 （δ）學生．

 初診 昭和11年8月11日．

 診購 肺浸潤．

 家族駆 4年前兄肺結核二罹患ス．

 既往症 ナシ．

 現病歴 右腋窩淋巴腺腫脹．

 初診時理學的所見 特記スベキモノナシ．

 レントゲン所見 右肺上葉浸潤及左肺尖結核ニシテ

右浸潤ハ懸雲状ノ軟撃，シカモ上葉下外側二察洞（｛

3cm大）ヲ認ム．左肺尖ノ陰男ハ既二石茨化セリ．

 ガフキーO號．マントー氏反懸3×5cm．

 右肺萎縮症態縄過 肺尖部二軸賦癒着ヲ認メ第30回

補充注入後モ幅2横指大ノ透明帯ヲ認ムルノミニシテ

B・Unne・㈹氏ノ被覆氣胸（M・ntel一一Pneum・th・・ax）二相

等スルモノト考ヘラル．

 現在氣胸療法纏i債申ナルモ萎縮状態ハ輕度ナリ．

 S・R・及ビ孕均核轍ハ補充注入21回時二漸ク正常値ト

ナリソノ後約10ケ月聞ノ観察二於テハ時二多少ノ攣動

アリシモ大饗正常値ニ一致シ氣胸前ノ如キコトハナカ

リキ．

 白血球百分率二瀬テハ著攣ヲ見ズ．

 観察期間15ケ月 現在氣胸療法縫行中．

 盟温 側席ナシ．

 膿重斬氣胸前52k S・ ，15ケ月後56k9トナリ4kg増加

一般状態可良ナリ．

【訂 】
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第4表 荒木某16歳（♂）
日 ／  ／  〆     1

?胸 S．R
N，

（観察細胞
白血球咳分葉数

100）

白 血  七百
i観察細胞200）

率

／月1
回 数 1・・

  1Q・ti24・t  I
1
i・・1

m
t・v
V騰 Ni

『  一 一   一

kl M【 E iB
萎縮賦態

P

膿 重

マ 一 一 一 一      一  ㌔

13／8 初回前
541  1 831 115 33 55 10 2 1．8164．51

211  1

7．5 71 1一 52kg
9／9 4NF 481 74 113 35 50 13 1 1 1．83 i 十 51 〃

9／10

U／11

S／12

P4／1

8 〃

P2 〃

P6 〃

Q1 〃

271

R01

P4i

T1

53

T5

R7

Q5

103

P07

X5

X2

24

Q0

P4

P5

51

T0

T8

S8

22

Q8

Q3

Q9

3258

2．oq

Q．12

Qユ9

Q．30 7引

凝5腰，70．5115   18 13

P0．5

P1

R

2．5

R．5

S

十十十十 53 〃

T4．5〃

T4〃
T4 〃

17／2 26 〃
101  1

301 94 16 45 35 2 2 2．29 58 33 6 3 十 53．5〃

11／3

P4／4

28 〃

R1 〃

5161 141  121 79

V2

14

P7

40

R9

40

S2

62 2．38

Q．29

511
Ud
38．5

Q3

3．5

T

712 十十 54．5〃

T5〃
13／V

W／7

V／8

X／9

V／10

T／11

Q／12

35 〃

S3〃1

  1
P51

Q0：

P3

P21
P01  し86

41

S5  1

R6

R11
_20

93

X0

P00

W3

V6

V5

エ8

Q0
@ 1
P2

P1

U814  ［

50

T5

P50
奄T61605852   ‘

30

P9

R5

Q8、

Q9

R2

Q9

 2

@5
@3
@4
@5
@2
@5
P

11

2．28

Q．33

Q．28

Q．25

i鞭   58   72   5651   73
勝…L 13「26．51113£  9

U．5

@2
@6
P4

P0

P13
P

31
U6917｛o・51

f

十十十十十十十

54，5〃

T4．5〃

T4〃
T3．5〃

T3 〃

T5〃

T6〃

（5） 今チF某 22歳 （δ） 店員．

初診 昭和11年8月29日．

診断 左肺浸潤．

家族歴 ナシ．

既往症 左側滲出性肋膜炎．

現病雁 10日來喀疾及ビ盗汗．

 初診時理外的駈見 ナシ．

レソげン所見左肺幡二二近ク3・m程度境

界不鮮明ナル軟馨ナリ．

 ガフキー0號．マントー氏反懸3×6cm．

 左肺萎縮賦態経過．完全氣胸ヲ形成シ補充注入4回

ニシテ萎縮セルラ認メ18回補充時二於テハ極度二萎縮

第5表 今  ；iF  某  22歳  （6）

日／ 氣 胸1 S．R i N．

（襯察細胞
自血球核分葉敷

100）

白 血  球百
i観察細胞200）

分 率

 ／

^月 回 数
…12・・124・・

一

・1 IF ヨ il【1  ｝

・v V 李均
u数
Nl ・’ mMl E B

1／9 初回前 6 18 68 32 45 20 3 1．94 68 128 2 2

29／9 4NF 2 17 30 50 18 2 1．92 59．5 28 5 7．5

27／10 8 〃 2 5

72
p5・
15 48 30 7 2．2964．5 24．5 2．5 8．5

26／11 12 〃 2 4 44 12 43 36 8 1 2．43 50 32 4 14

17／12 15 〃 3 13 63 10 54 29 7 2．33 35 45 4

2011 18 〃 4 55 12 48 36 4 2，321 29 4 21
16／2

P9／3

Q3／4

20 〃

Q2 〃

Q4 〃

223 537 ｝50114355 16

z2

W

40

S2

T3

133
P39

R4

11

V5 2411
239141．5

@  62  旨

Q．3662．5

48．5

Q7

Q0．5

4．5

T6

551

@6
垂P，

25！5 26 〃 4 10 10 46 37 7
  i
Q．41150．5  f

33．5 8
18  1

1

16／6 27 〃 12 32
1851 6 50 39 5 2．43

1

20／7 29 〃 20 52 192 16 58 26 2．10 64．5 28 3．5 41
31／8 31 〃 8 20 72 16 51 29 4 2．21｛ 26 2 11

萎縮賦態

十

柵

柵

柵
1！

r！

1！

t／

11

11

tl

盟 重

55 kg

56 t／

56．5 ，1

56 t1

57 t！

56，5 ti

57 t1

57．5 ，！

59 t1

58 t／

58 i1

57 ，1

57 tt

［ 3B ］
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セルラ認ム（柵）．

 S．R・及李均核数ハ氣胸前ヨリ正常値二近キモ氣胸回

敷ヲ重ヌルニ從ヒS・R．川止延シ亭均核老臣右方移動

ス．

 白血球百分率二極テハ著明ナル憂動ヲ見ザルモE白

血球多少増加セリ，

 襯察期間12ケ月後チ來烏羽ズ．脇盾二攣化ナク睡重

ハ56kgヨリ59kgトナリ3kg増加ス．主訴消失ス．

 （6）根上某 19歳 （6） 店員，

 初診 昭和11年9月26日．

 診蜥 二二上葉浸潤．

 家族歴及既往症ナシ，

 現病歴 本四8月來咳嚇，喀9葵e盗汗及壁上有リ．

 初診時理學的所見 打診上，左側肺尖部ヨリ第3肋

 間マデ輕濁音ヲ呈シ該濁普界二於テ少許ノ小水泡普ヲ

 春岡ス．

  レソトデソ所見 左肺尖部ヨリ上葉全面二鑛マレル

 大理石紋檬ノ凝聚ナリ，

  ガフキー0號．一マントー氏反懸2×2cm，

e一、@困飢萎縮賦態経過 完全氣胸ヲ形成シ19回補充注入

 ニョリ高度二萎縮ス（柵），

  7月下旬第35回補充後ヨリ少許ノ滲出液ヲ見約2ケ

 月ニシテ弓打サル．コノ滲出液ノ出現ノ時期ヲ除外ス

 レバS・R・及ピ卒均核数ハヨク萎縮朕態ニー致シテ正

 常値二二ル．

  白血球百分率二就テハ著攣ナシ．

  観察期間15ケ月 現在氣胸療法十二中．

  燈下麗重二著璽iナク主訴ハ消失ス．

第6表 オi艮  ＿ヒ  某  19歳  （6）

日 ／   〆  ／

氣 胸1 s，R
N．

（観察細胞  一    一 一

自血球核分葉歎
100）

自 血   球百
i観察細胞2     一

 ／

^月
回 数 1・ 2・

争
24st 1 国 正【1 IV V 奉均

j内
Nl 1」 lM 1

1

28／9 初回前 53 79 114 56
35｛ 9 1．53 72 26 2

30／10 5：N．F 15 36 93 28
  155  i

14 3 1．92 69 24．5 6

27／11 9 〃 10 27 82 19 52  1 24 5 2．15 72 18．5 8

18／12 12 〃 6 20 80 20
  150

25 5 2．15 89．5 8 2．5

15／2 15 〃 8 22 81 191 461 28 7 2．23 88．5 8 2．5

23／3 19 〃 3 9 54 141
@ 1
49i 33 4 227 72 20 2

22／4 22 〃 3 8 52
1gl 461 29 6 2．22 78 17．5 3

19／5

P7／6

24 〃

R0 〃

32  7 54

T3

  12220

・・ 29

Q7

98 2．25

Q．23

70．5

U8．5

20

Q4

66．5

22／7 35 〃 8 74 18 45 37 2．19 86 12 2

19／8 39 〃 49 180 115 24 50 22 4 2．06 64．5 33．5 1

30／9 42 〃 5 14 74 17 45 32 5 1 2．28 62．5 32．5 2
．

1

2／11 45 〃 3 i8 70 18 41 35 5 1 2．30 60 31．5 7．5

16／12 49 〃 2 i5 38 26 35 37 2 2．15 74．5 19 6．5

05
1．5

1

6

1．5

3．5

1

1

3

1

  萎縮欝

lBl糊液

lt

ll

e

ll

t！

1！

tl

ll

t／

ll

十

麗 重

43 kg

43 ix

44 r／

43．5 t！

44 e

44 t1

42 lt

41．5 1！

41 11

39 t1

37 e

38．5 e

41．5 e

43．5 e

 （7）谷下某19歳 （6）農業，

 初診 昭和11年9月28日．

 診断 左鎖骨下浸潤及ビ右肋膜肥厚，

 家族歴 ナシ．

 既往症 昨年右滲出性肋膜炎．

                   を 現病歴 20日來左胸部不快感，咳1歎，喀疾ヲ訴フ，

 初診時理商的所見 右側下部一掴菖ヲ呈シ該濁昔界

二於テ呼吸音微弱ナリ．

 レントゲン所見 左鎖骨下二境界不鮮明ノ径約3Cm

大ノ小浸潤ヲ認ム．右肋膜肥厚ヲ認ム．

 ガフキー0號，vソトー南極懸3．5×5．Ocm．

 左肺萎縮賦如何過 肋膜癒着ナク無職氣胸ヲ形成

シ，補充注入17回紅絹氣量7，000ccニシテ萎縮賦態

（柵），

 S．R・及李均核激モ漸次良好トナリ，18回補充後ヨリ

ハ時二萎縮国郡ニー・致セズシテSR．ノ速進及ビ李均

核激ノ左方移動ヲ認ムレドモ，40回補充時頃ヨリハソ

レゾレ正常激ヲ保ツニ至ル．

 白血球百分率二就テハ著攣ナシ．

 観察期間14ケ月，圭訴全ク消失シ現在氣胸療法縫績

［ 39 ］
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申，髄温二脱化ナク懐妊ハ初診時48。5kg 44回補充時 54kg印チ5・5kgノ増加ヲ示ス．

第7表 谷  口  某  19歳  （8）

日

氣 胸 S．R 1 N． 下血1球核分葉敷 白 血   一寸
i襯察細胞200）

分

一 一  一     一

月
回 激 1st 2st

124・・
1 II ll旺 1Iv｢v 富船

� N
い’ lM

一 一    ｝

d
一  一  一 ず

9／10 初回前 35 60 1ユ2 41 36 12 11 1．93 68
  1
P6 口2
m
4

10／11 4N．F 17 44 107 29 43 19 8 1
2，091  1

71 9．5 8

8／12

P3／1

8 〃

P3 〃

16
R51  ；

45

U7

105

P20

33

R4

34

S1

26

P3

711

1

  1
Q，071

Q．04  1

72

V5

17

P4

！9

@5

26

10／2 17 〃 18 149 110 25 39 29 7   卜Q，181 82．5 15 1 1．5

11／3 21 〃 21 48 1110 28 38 28 6 2．12 765 2L5 1 1

7／4 23 〃 17 48 ig8 30 41 22 7 2．06 79 15．5 2．5 3

11／5 26 〃 30 74 120 22 27 7 2・19i 78 11．5 9 1．5

10／6 29 〃 26 i109 28 147 20 4 1 2，031 785 9．5 8 4

13／7

P4／8

P4／9

32 〃

R5 〃

R8 〃

281

R9

P5

163
U6｝11040   圏

吐10

p85

29

Q7

Q41

150

T0i｝38

19

P71
R51

263
  1
P．94  1

Q．02i  」2．1別

82

U8．5

W3

12

Q3

P4．5

46 22．52．5

7／10 40 〃 8 23 81 25 35 34  ［ 6 2，211 65 29 5 1

5／11

P／12

42 〃

S4 〃

8】

V1  ヌ

21

Q6

73

X9

27

Q4

38

S4@ 1

31i
Q61

45

11

2，122  1

Q，151

73

V1．5

13．倒

Q51
13

Q．5

0．5

P

B
萎縮状態

十

十

柵
lt

ll

t／

I1

11

1！

11

tl

lf

腿 重

48．5kg

50 tt

51 u

50 it

49．5 e

50 a

49．5 e

49 i1

49 1！

48 t！

48 t1

50 i！

51 it

53．5 lt

54 t！

（8）山田某43歳 （♀）農業，

初診 昭和11年10月12日’

診噺 左肺上葉浸潤．

家族歴 母ハ15年前肺結核ニテ死亡ス．

 既往症ナシ，

 現病歴 1年前ヨリ前胸部獲痛アリ，現在食慾不

振，咳 軟，喀疾，盗汗，全身倦怠感ヲ訴フ．

 初診時理趣的所見 ナシ．

第8表 匹」  田  某  43歳  （♀）

＿ 一 一  一一 一r ＿  一  一 一一  一『

s．R 、 N・帥球核上記      1

（観察細胞100）
白血球百分
ﾚ（観察細胞200＞

日   月

氣 胸

?敷 1st 25t
@ LL」．一一＿＿＿
124・・｛・回II・ V趨yV

?  

N  I、

23／10

Q6／11

P7／12

P3／1

X／2

P0／3

V／4

T／5

R／6

X／7

V／8

V／9

V／10
Q／121

13 〃

P7 〃

Q1 〃

Q3 〃

Q7 〃

R0 〃

R3 〃

R6 〃

R9 〃

S2 〃

S6 〃

     1

演�OE30i61
VN・Fi27159
P0 〃 130 60     1   1

@     22i55
@     29170

@    …20卜53     1

@       ｝     126

@     37

@     27
@    140     1     125     1     E35

@     21

@     37

55

V9

U5

V2

T5

V5

T3

V5

  ［
P15143

P19・30

P19126
@ 1P16120
@ ヨ116125

@ 1115 20

v13122
P18115
P13119

P08 18

P00 20

P16 18

P10 12

P15口8

37

T0

T6！

T0

S0  1

T0

S81
T6…

S81
T0i6引5215866

 一   『  一

  1

 1

奄撃撃撃撃?2 2

   79

@  80

@  80．5

@  78．5      1

@11

@5
@13

@14
P5．5

@12

@9
@10
P6．51   ト

Q1ゐi 3126・51201   1

3．5

R5
R．5

@1
@15
P0．5
P5．5 9 7 34．5657．5

6．5

P15
R．0

U．5

U．5

Q．5

 萎縮朕態
B！
 i

髄 重

十

十

十

t／

t／

t！

11

tl

tl

rt

 39 kg

i 41．5 t！

41．5 tt

！ 42 ti

1 42 tl

 42 e

 43 tl

i 42．5 ，！

i 42．5 “
l

 42 11

 41 11

 42 tl

）42 “

1 42 t，
E

［ 40 ］
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 レントゲン所見 左鎖骨部ヨリ上葉上1／2二亘ル軟

陰馨ナリ．

 ガフキー0號，vソトー白白慮2．5×2．5cm。

 左四萎縮状態経過 初回氣胸190ccニョリ左肺ハ肺

尖部二索状癒着ヲ認メナガラモ萎縮程度（十）ナルヲ認

ム．ソノ後ハ徐々二萎縮セルラ見，17回補充時ニハ

（卦）二萎縮シタリ．索朕癒着ハ自然剥離iセリ．

 S・R・ハ最初肺萎縮進展ト共二心延セルモ27回補充時

頃ヨリ時二速進，時二渥廷セリ．

 弓隠後金ハ最初肺萎縮進展ト共二可良トナリ右方移

動ス，ソノ後脳36回時ノ1。99ヲ除キテハ敦レモ2．00－

2．23ノ間ニアリ．

 白血球百分率二就テハ著攣ヲ認メズ．

 滲出液 7回補充時頃二左側二一縁滲出液ヲ見シモ

約3週間ニシテ消失ス．而シテ何等血液性二二影響セ

ザリシ事ヨリ推シテ考ヘレバコノ滲出液ハ氣胸刺戟ニ

ヨルモノナラソ．

 観察期間 13ケ月，現在氣胸療法綴綴申，

 一般状態可良トナリ現病歴主訴ハ消失シ，盟重ハ

39kgヨリ42kgトナリ3kgノ増加ヲ示ス．

 （9）門村某 21歳 （♂）理髪職．

 初診 昭和11年10fi 23目．

 診断 右肺上葉浸潤．

 家族歴 ナシ．

 既往症 昨年11月赤痢二罹患ス．

 現病歴 今年7月來咳噺アリ3回ノ喀血アリタリ

ト．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 右上葉梢や廣汎二十リ増殖性憂化

二傾ケル撃像ナリ．

 ガフキー0號．マントー氏反回10．5×5．5Cm．

 右肺萎縮朕態経過 肋膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成シ

30回補充注入ニヨリ右図ハ輻一横指大トナリ極度二萎

縮セラル（冊）．総目国管12，700ccナリキ． S．R及ビZF

均核数時二萎縮朕態ニー致セズシテ渥速或ハ増減アレ

ドモ略ボ正常敷ヲ保テリ．

 白血球百分率二就テハ著攣ナシ．

 観察期間14ケ月，現在氣胸療法織子中ナルモ近k中

止セソトス．圭訴消失ス．

 盟主ハ李温，盟重ハ50kgヨリ54kgトナリ4kgノ増

加ヲ示ス．

第 9 表 Plj ホ重 ≡某三 21歳  （6）

z罐
S． R N．白血球核分葉数

（観察細胞100）
白血球百分率
 （観察細胞200）

…12・・124・t・IIL’一L’1Whv－i「v1趨N国MIEIB 萎縮朕態盟 重

30／10 1N．F 8 21 78 21 45 24 8 2 2．25 74．5 13 3 9．5 一 50kg
27／11 5 〃 4 9 66 23 54 15 6 2 2．10 60 19．5 9．5 11 十 50．5〃

18／12 8 〃 10 26 81 16 47 27 10 231 66 27．5 2．5 4 暑 51．5〃

14／1 11 〃 5 23 85 19 36 38 6 1 2．34 65．5 19．5 1．5 13．5 什 50 〃

10／2 115 ” 13 29 94 25 48 18 9 2．11 64 28．5 3 4．5 柵 50 〃

エ。／31 19 〃
縁 凸

9 61 22 48 15 12 3 2．26 71 16
a51
9．5 柵 51 〃

14／4t 22 〃
1．8
47 89 13 60 21 5 1 2．21 79 7．5 4．5 9 柵 50 〃

    ｝13／5

26 〃 h5 40 88 15 48 33 4 2．26 66．5 18．5 4．5 10．5 柵 50 〃

16／61 30 〃 14 43 86 17 50 24 7 2 2．27 60 26．5 4．0 9．5 柵 49．5〃

8／7 33 〃 28 50 88 20 58 18 4 2．06 56 33 3 8 〃 50 〃

7／8i 37 〃 9 25 60 15 60 19 5 1 2．17 65 17 4 14 〃 49．5〃
   ヒ

V／91
@  1
40 〃 7 20 60

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
〃 51．5〃

44 〃      F

S6

6 20 63 19 45 25 8 1 3 2．31 51．5 35 4．5 9 〃 52 〃28／101
Q8／111

〃 ｝3 8 60
一 一 一 』 一 一 一 一 一 一 一

〃 52 〃

23／121
」      1

S8” 5 15 47 16 50 26 6 2 2．28 65．5 22．5 4 8 〃 54 〃

（10）吉島菓 25歳 （6）再生．

初診 昭和12年2月16日．

診噺 右肺浸潤並二左側肋膜肥厚．

家族歴 一母ハ肺結核二羅患中．

［ 41 ）
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 既往症 1年前二左側滲出性肋膜炎．

 現病歴 1年來左胸部北面，咳漱，喀疾，盗汗ヲ訴

フ，

 初診時理學的所見 左側下部呼吸昔微弱ニシテ濁普

ヲ呈ス．

 レントゲン所見 右側中野外側二境界梢や不鮮明ナ

ル径2cm程度ノ小圓形下陰男像アリ．左側肋膜肥厚ヲ

認ム．

 ガフキー一 O號．マントー氏弓懸4x6cm．

 心肺萎縮状態経過 肋膜癒着ナク完全血胸ヲ形成λ

レドモ補充注入20一時ト難モ萎縮状態ハ零度ナリ（十）

S．R・及李均核激 正常数ヲ保チ大ナル攣動ヲ見ズ．

 白血球百分率Nノ減少L及Eノ増加ヲ認ム。

観察期間 5ケ月，來所セザルニ至ル．

 圭訴 左胸部輕度下戸ヲ除キ消失ス．

盟温 z詳温．

 ｛二重54kgヨリ52kgトナリ2kgノ減少ヲ示ス．

第；10表吉島某25歳（6）
S．R

N．白血球核分葉数
i観察細胞100）

白血球百分
@（観察細胞200）

日 ／

A 月

氣 胸

� lst 2st 24st エi・1【1・・「lvlv灘 N国MlE
9／3i初回前7／414NF

S／5 8〃
Q／6：12〃  1

U／7116〃
V／8 20〃

3445314 7 56

P0 66
P0…57 1

P4 76

W 60
R0 85

16

Q0

P2

P8

Q0

P4

54

T7

S8

S8

S0

U2

20

?Q

R2

R0

R5

P8

9106456
 ｝
P 卜2．25

Pil：墓1220 1 ／2．25 2．16

73

U4
T1．51

宸S9

・313い・26．52，517    125 4 19．5125211555012：4．53引215

屡縮賦態1盟 重

l i
 ＿ 154kg
 ＋ 154kg
 十  154〃

 十   53．5〃

 十  154〃
     
 十   52〃

 （11） 束某 26歳 （6） 仕立職人．

 初診 昭和12年3月5日．

 診断 瓦庇上葉浸潤．

 家族歴，既往症 共ニナシ，

 現病歴 1昨日ヨリ寸寸，咳漱，盗汗，食慾不張ヲ

訴フ．

 初診時理學的所見 左背上部二少許ノ小水泡吾ヲ聴

取ス．

 レントゲン所見 左肺上葉ハ肺尖部ヨリ大理石紋様

ノ軟陰白ヲ以テ被ハル．

 ガフキー0號vソトー氏反懸4x4cm．

 左脳萎縮状態経過 左肺尖部二終始索賦癒着ヲ認メ

シモ補充注入17回ニシテ高度二i萎縮ス（柵）．

 S．R．ハ萎縮進展ト共二正常歎マデ遅延スレドモ再ビ

第11表 東某26歳（＄）
日

氣 胸 S．R
N．

（観察細胞
白血球核分葉籔

100）

白 血  球百
i襯察細胞2

  一

、 月
回 撒 …i2・q2…1・ II

い・・〔
・v V 騰 Nl Ll

Ml  l

1

9／3 初回前 22 471103127 57 16 L89 85 6．5 7．5

7／4 4N．F 10
    1
Q8 85E18 49 28 5 2．20 60．5 33．5 L5

1

4／5 8 〃 4 12 64i16 52 29 3 2．19 69．5 12 11．5

2／6 12 〃 8 29 78123    1 54 21 2 2．02 77．5 7 11

8／7 17 〃 17 40 76［13 61 23 3 2．26 54．5 36．5； 7
1

10／8 22 〃 25 50198｝10 61 26 3 2．12172
m
23．5 2

9／9 26 〃 20 44 92 14 49 34 3 2．26 44 47．5 2

7／10

T／11

Q／12

30 〃

R4 〃

R8 〃

23

Q0

R

49！99［1・45：93113    11218815  1   1

60

T5

U6

30

Q9

Q6

33

2．20

Q・2215・2・27166

66 21

R8

R0．5

783・51

1

4．5

7

4．5

2

2．5

6．5

6

3

B萎縮

十

11

柵
t／

1！

tl

tt

11

槻 重

1
1 58．5 ，i

49 ksr

52．5 e

55 u

57．5 ，i

i 60 tl

l 59 n

 57 t／

1 57．5 ，i

i 58 ，，

［ 42 ］
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速進，ノチ再ピ遅延ス．一心核心ハ4回補充時ヨリ正

常数トナル．白血球百分率二上テハNノ減少L及ビ

Eノ」曾加ヲ示ス。

 観察期間9ケ月以後來所セズ．

 圭訴ハ消失ス．

 艦温ハ李下，燈重ハ異常ナル増加ヲ示ス部チ49kg

ヨリ58kg部チ9kgノ増加ナリ．

 （12） 安村某 16歳 （♀） 女下生。

 初診 昭和12年3月12日，

 診衡 左肺上葉侵潤．

 家族歴 ナシ，

 既往症 昨年肺結核二罹患ス．

 現病歴 1ケ月前ヨリ咳漱ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左肺尖部ヨリ上野二亘ル滲壇混合

型ノ陰面アリ．

 ガフキー0號．マントー氏反懸3×4cm．

 左註萎縮様態経過 襯察期間1ケ月ニシテ來所セザ

ルニ至リシ爲メ充分ナル肺萎縮ヲ來スコト不可能ナリ

シモ補充注入4回ニシテ既二萎縮状態中等度（粁），肋

膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成ス．

 S・R．萎縮進展ト共二良好トナリタルコトヨリ考フ

レバ爾後ノ遽氣二三ル萎縮状態ノ進展ト二二正常轍マ

デ遅延ヲ豫想ス．

 7F均算数 右方移動ス．

 自血1球百分率 Nノ減少，Mノ埆加ヲミル．

 二二 李温t

 三重 不攣．

 圭訴 消失ス．

第12表 安村某16歳（♀）

S．R N白血球核分葉数
i甑察細胞100）

白血球百分率
@（観察細胞200）

日 ／

@／

^月

氣 胸

?敷 1・・
P2・・24・・ ・い1い∬Ilvlv騰Nl匹M回B

萎縮状態 髄 重

16／3初回前 27
14／ 41 4 N．F 1 16

54

50

119 1 27

1061 18

48

59

23E21

15團
「2．0085

2．1378

Z5同25t
6・4 払

45k墓

 tl

（13） 浪花某 23歳 （♀） 店員．

初診 昭和12年4月23日．

診鰍 右肺上葉浸潤．

家族歴 ナシ．

既往症 1昨年右側肺尖結核．

現病歴 1週間以來咳漱，喀疾ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 右側鎖骨下二於ケル鶴卵大ノ回縁

不鮮明ナル丁丁墾ナリ．

 ガフキー0號．vソトー氏反慮1．5 × 2．Ocm．

 右肺萎縮朕態経過 肋膜癒着ナク完至氣胸ヲ形成

ス，補充注入8回，総迭氣騒3，000ccニョリ右肺ハ高

第13≡表i   浪  IE  某  23歳  （？）

日／氣胸

／月軒樋

S． R N．白血球核分葉数
（観察細胞100）

白血球百分率
 （観察細胞200）

・s・ 堰c｝24…い・レ1・i・vlV騰N国M

   l
   E
 「一一萎縮状態 盟 重

EIB
 ，

26／4 初回前 18 38 104 36152 8 4 1．80 50 14 6 30 一
50．5k暮

1／6 5NF 6 18 82 25154 14 7 2．03 44 41 7 81 十 51 〃

6／7

T18
W／9

10 〃

P4 〃

P9 〃

886 22

Q0

P9

75

X2

W5

  l      I
R0150127159

P8164・     」

12

Pg
P6

851

1

1．98

k92

Q．03

5＆5

U1

35．5

R7

2．5

  i
@ l

R．51

Q1

粁柵〃

50．5〃

S7 〃

S6 〃
1  1

6／10 23 〃 5 16 78 34143 7 1．96 57．5 31．5 6．5 4．5 〃 46 〃

4／11 27 〃 5 16 75
  ［  …23E   49

20 7 1 2．14 55 38 6．5 0．5 〃 44．5〃
1

1／12 31 〃 4 12 70 15160 121 4 2．14 72 22 4 2 〃 44．5〃

13／1 37 〃 7 23 81 16153 5 2．20 58 30．5 8．5 3 〃 44．5〃

10／2 40 〃 4 9 79 25145 124 5 1 2．12 68 19．5 12．5 1 〃 46 〃
1
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度二萎縮ス（柵）．

 S．R，ハ5回補充時ヨリ正常数トナリ，雫均核激亦漸

衣右方移動ヲ示ス．

 自血球百分率 Lノ増加，Eノ減少ヲ示ス。

 観察期聞9ケ月，現在氣胸療法纈償中．主訴消失ス．

 四温 高温．

 三重 50．5kgヨリ46kg二減少セルモ日下再ビ埆加

ノ傾向ヲ示ス．

 （14）  iJ、島某  21歳  （♂）  店員，

 初診 昭和12年5月12日．

 診断 左門上葉白白．

 家族歴 今年5月4日兄肺結核ニテ死亡ス，

 既往症 ナシ．

 現病歴10日來咳漱ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左鎖骨下部二鶏卵大ノ室洞ヲ有ス

ル上葉全鰹二鑛マレル軟男ナリ．

 ガフキー10號。マントー氏反懸3x4cm．

 左肺萎縮状態経過 肋膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成

ス．補充注入8回ニヨリ萎縮旧態ハ高度（柵）ナリ．

 S・R・及ピ李均核激 萎縮状態二並行シテ渥延及ビ右

方移動シ正常数ヲ示ス．

 白血1球百分率 Eノ檜加ヲ示ス．

 醐察期間3ケ月ニシテ來所セズ．

 主訴全ク消失シガフキー0號トナル．

 腿温 ZIS？Hトナル，

 羅重 56kgヨリ53kgトナリ3kgノ減少ヲ示ス．

第14表 小島某21歳（S）

S．R
日／／ 月

氣 胸

?数    「 …i2・・124・・

12／5

X／6

U／7

S／8

初回嚇

@4N．F
@8 〃1 12 〃

150199

Q0

@9
P8

55

Q8

Q2

一   一   冒    一 一

P47

P29

P12

P07

・い・

34

23

17

iO7 P 19 i 54

N．白血球核分葉数
（翻察細胞100）

  II【【lvlv陰籔

58 1 7 ， 1 1．75

50 ！24 i 2 ， 1 2e8

582114  ｛2．工2

  i25 ［ 2 2．10
  j  l

 臼血球百分率

巨弾響国萎縦鑓
62 24．5 13．5

55 34 ユ0

54 3 41
57．5 36．5 1

1

2

5

   56 kg

什   55〃

柵   54〃

   53 “

（15）才川某 工8歳 （♂）無職．

初診 昭和12年4月30日．

診断 左肺浸潤．

家族歴，既往症 ナシ．

現病歴 今年2月惚気鵬喀疾アリト．

 初診時理學的所見 左側前胸部胆管書ヲ呈シ中水泡

脅多藪聴取ス．同宗背面モ同様ナリ．

 レントゲン所見 左肺全葉二亘ル懸雲賦ノ軟陰男ナ

リ．

 ガフキー10號 マントー氏反鷹22x2・2cm．

第15表 才川某18歳（A））
N．自血球核分葉激
i翻察細胞100）

白血球百分率
@（観察細胞200）氣 胸  S・R

�冾P・ゼ凶彌 ・1・・ドIlllv国灘 N
一一 @一                                  一     一             一 一  一

E・ hMIEI・
萎 縮

?態
膿 重

日 ／

@，”

m．一一月．

P9／5

P6／6

P4／7

P2／8

P4／9

Q6／10

Q6μ
P6／121

W／11

演�O
@5瓦：F

@9 〃

P3 〃

P8 〃

Q2 〃

Q5 〃

Q7 〃

R0 〃

88

V5

T6

R6

Q9

P8

Q0

Q3

Q4

120

P10

X3

U7

T6

S7

S5

T8

T9

  i
P37 p48

G31

P30

P12

P08

P00

P02

P07

P06

36

R4

Q3

Q5

Q5

R1

Q6

40

S2

S6

R9

S1

S6

T2

T4

10

Q1

P8

R5

R1

Q4

P6

P9

21233511

1．66

P．87

P．88

Q．18

Q．12

Q，Cgl  I

P．87

P．95・  1

80．5

W0

U9
ｲ，［74i521

 9

@14

6．5

S670．510｝81

421．51L50．5

’

50．5kg

S9〃
S8．5〃

S8〃
S7 〃

S8〃
S9 〃

S9 〃

T0〃

［ 44 ）
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 左肺萎縮駄態経過 肋膜癒着ナク完主事胸ヲ形成

ス．補充注入9回総邊星羅4，000ccニシテ高度萎縮

（枡）ヲ示ス，

 S．R．及ビ李均核敷 萎縮進展ニヨクー・致シ渥延及ビ

右方移動ヲ示セドモS．Rハ未ダ正常敏二蓮セズ．

 白血球百分率 ：Nノ滅少Lノ増加ヲ示ス．

 観察期間8ケ月．現在氣胸療法綴績中，

 主訴消失シ，ガフキー0號トナル．

 髄温ハ李温．燈重ハ50 5kgヨリ50kgトナリO 5kg

ノ減少．

 （16）加納某 32歳 （δ）會就員，

 初診 昭和12年5月14日．

 診漸 爾側肺上葉浸潤 （左肺偏側氣胸）．

 家族昏惑既往症 ナシ．

 現病歴 昨年末ヨリ肺門腺腫脹トシテ醤療ヲ受ク，

現在盗汗ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左側ノ浸潤ハ滲，増混合型ニシテ

範團ハ肺尖部ヨリ鎖骨’下2横指程度．右側浸潤ハ石灰

沈着数個ヲ有シ増殖性ノモノニシテ範園ハ肺尖部ヨリ

鎖骨部二至ル．

 ガフキー0號．マントー氏弓懸3×5cm．

 隔壁萎縮状態経過 肺尖部二2條ノ索朕癒着アリ

テ磨墨容易二萎縮セザリシモ補売回勲24回総邊氣量

10，000ccニテ高度二萎縮ス（柵）．

 S．R．及ZF均重三 最初ヨリ正常歎ヲ保ツ．

 白血球百分i率 Nノ減少Lノ増加ヲ認ム．

 観察期間8ケ月，現在氣胸療法綴績中．主訴消失

ス．

 面出 丹～温．

 髄重52kgヨリ57kgトナリ5kgノ埆加ヲ示ス，

第16表 ＝三口  藩丙  某  23歳  （6）

日 ／1  ／ 1 ／

氣 胸 S．R

@一

N・白血球核分葉数
i一旦細胞100）

自 血  球百
i観祭細胞200）

分 率
萎 縮

   」

^月｝ 回 轍
曾

…1・・t12・・ゼ
1 lH

 一       一

｢・〔囲 V
1牛均魚拓

N lLl Ml ・1 B 賦 態
盟 重

一 1

9／6 初回罰 2 5 44 20 52 21 7 2．15 84 12 2 2
一 52kg

14／7 5N．F 4 1 11 70 14 55 25 5 1 2．24 84．5 5．5 1．5 8．5 十 545〃
10／8 9N．F 41 7 55 15 45 32 6 2 2．35 79 10 3 8 十 53〃
7／9 13 〃 61 14 63 22 45 29 4 2ユ5 55．5 4L5 0．5 2．5 十 54．5〃

6／10 17 〃 21
@［
6 48 26 40 20 14 2．22 68 19 11 2 十 55．5〃

4／1111／12｝  ！

20 〃

Q4 〃

213 「 55 45
@ ！
S1

17

Q5

53

T1

25

P7

47 1 2．19

Q．06

52．5

U1

41

R4

5．5

T

1 什枡 55．5〃

T6．5〃
13／釦   し9／

 30 〃

Qi34”

13 1  3

奄X

20

S4

18121 38i

S7

42
v3・

22 2．28

Q．13

58

Wα5

34．5

P16・5

55
Q

 2 〃〃  56．5〃

 （17）越島某 17歳 （6）學生．

 初診 昭和12年6月2日．

 診断 左肺浸潤．

 家族歴，既往症 共ニナシ．

 現病歴 健康診断ヲ希望ス．

 初診時理窟的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左肺中野二於テ肺門部ヨリ少シク

離レテ径4cm大ノ不整形ノ裏漉男ナリ．

 ガフキーO號，了ソトー氏磨出3x2cm．

 心肺萎縮賦態経過 肋膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成

ス．補充注入21回ニシテ高度二萎縮ス（柵）．

 S・R．萎縮進展二伴フテ時二遅廷スレドモ再ビ速進

シ後チ遅延ス．

 4S均核数 右方移動スレドモ後チ左方移動シ再ビ右

方移動ス．

 白血球百分率 著書ナシ．

 観察期間6ケ月．現在氣胸療法縫績中，

 盟温 最初ヨリ李淵．

 盟重59．5kgaリ60k霧トナリ0．5k9ノ増加ヲ示ス，

 （18） 十島某 20歳 （♂） 店員．

 初診 昭和12牢12月4日，

 診鰍 右肺上葉浸潤．

 家族謄 ナシ．

 既往症 1昨年左乾性肋膜炎二罹患ス，

 現病歴 轍日來ヨリ微熱ト右胸痛ヲ訴フ．

 初診時理學的所見右胸上部ハ濁音ヲ呈シ少許ノ小

【45コ
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第17表  越島某17歳（♂）

日／山回 鼠R N．白血1球核分葉敷
i観察細胞100）

白血球百分率
i翻察細胞200）

       一^月回数珂神轍一 1国mlIvlV鎌 NILIM国B
萎 縮

ｽ 態
髄 重

17／8初回副18   15／914凡F、15

@   7 〃  115／10

Q／H［11”122
P／12115〃 22

P3／1121〃i9
X／225〃 10       i

52

S0

Q6

R7

S6

Q8195
Q3174 ｝

93

X2

V7

P231

  21］6・国・
13232

11

1．99

Q．17

Q．25

P．96

Q．18

Q．14

P98，
@ 1

68 24

U5

T5

V8

U3．5

S1

27

R85
P4

Q0．5

T711

@1

5．5

S．5

T616

2．5

R．5

P．5

Q1

59．5kg

奄T8・5”

奄T9〃

水泡普ヲ聴取ス、

 レントゲン所見 右上葉肺尖部ヨリ第4肋間部マデ

軟陰墾像ヲ見鎖骨下二径2Cm大ノ室洞ヲ有ス．

 ガフキー0號．マントー氏反懸2x2 5cm．

 右肺萎縮朕態経過 右肺側中央部二流状癒着アリテ

完全氣胸ヲ形成セズト錐モ補充注入21回ニテ高度二萎

縮ス（柵），

 S・R・萎縮進展ト共二正常厳ヲ示シ後チ少シク速進

スルヲ二日タリ．

 牛均核数右方移動ヲ示ス．

 白血球百分率 著明ナル攣動ヲ認メズ，

 髄濯 李熱トナル．

 腿重41kgヨリ44k9トナリ3kgノ増加．

 飛軒期間 5ケ月，現在氣胸療法績下中．

第：18表  幅 鳥 某 20歳 （6）

日／

／月

iZli？

8／ 2

氣 胸

回 数

Il“，1，5

e（G1

3／ 5［ 21

初回前

5 N．F

9 lt

  t1

17 il

  11

 S． R

ist l 2st 124st

48

8

1

2

13

10

77 ’

6

8

28

25

N．白血球核分葉数
i観察細胞100） 白（馬田繍率 縮屡1三態

24st ・国mlIV V鐵 NILiM1申
睡 重

123124／559012038 ：67i22 4560115145

jll

18

S1

R1

R3

Q8

Q9

31
P1■1

V35

l   l
12．00

Q23
Q．14

Q．32、

Q．18

Q．21

   一   一  一 一

V3i241  1

V㍗6 85
U7 23 5    1

T0 38 8
p715；235｝2545、37，514．5

3855433．5

十料〃〃柵

一141・g   42 〃  、43．5〃   43．5〃  1435〃   44 〃

 （19）藤江某 17歳 （♀）無職．

 初診 昭和12年6月8日．

 診噺 左回上葉浸潤．

 家族雁 6月2日兄肺結核ニテ死亡ス．

 既往症 ナシ．

 現病歴 兄肺結核ニテ死亡セル爲健康診断ヲ希望

ス．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 肺尖部ヨリ第2肋間部花見ラレル

稽や壇二化セル二二ナリ．

 ガフキー0號．三∠L二氏反慮2×2cm，

 左肺萎縮状態経過 肋膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成

ス．補充注入13回ニシテ高度ノ萎縮ヲ見聞（柵）．

 S．R．及4s均一数 S．R・ハ補充13同ニシテ正常一二遽

シ二上核激モ右方移動ス，

 白血球百分率 ：Nハ梢や壇加ノ傾向ヲ示ス．

 虫卵期聞 8ケ月，現在氣胸療法繊績中．

 膿温 Zド淵．

 盟重：411｛9ヨリ44kgトナリ3kgノ増加ヲ示ス，

 （20）越野某 27歳 （6）銀行員．

 初診 昭和12年7月2目．

 診断 右翼上葉浸潤，

 家族歴，既往症 共ニナシ．

 現病盤去月10日來咳嚇，喀疾アリ昨日ハ血療アリ

［ 46 ）
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第19表  藤 之［二 某 17歳 （9e）

日／極胸 s． R

／月回数一鮎・困24・・

N．白血球核分葉数
 （観察細胞100）

白血球百分率
 （観察細胞200） 萎 縮

・1一・vlV騰N国MEI嚇態
9／6 初回前 25 49 100 20 56 20 4 2．08 52 37 6

21／7 6NF 17 42 92 16 52 28 4 2．20 77 15 5

10／8 9 〃 16 39 95 13 60 23 4 2．18 72．5 20．5 1

8／9 13 〃 8 22 84 16 61 23 2．07 56．5 40．5

6／10 17 〃 7 18 77 17 43 39 1 2．24 46 50．5 1．5

5／11 21 〃
@     1

12 75 13 55 26 6 2．25 63 34 1．5

1／12 25 〃      1 14 20 80 18 44 38 2．20 62．5 33．5 1．5

13／1
     1
R1 〃 121 6 10 60 29 1 ’2．21 51 44．5 3．5

10／2i 34 〃 1・・i 27 85 22 64 13 1 1．94 65 31．5

5

3

5

3

2

1．5

2．5

1

2

十

冊

柵

柵

柵

翻

心

腿 重

41 kg

41 ri

42 t1

42．5 u

43．5 “

45．5 r！

46 11

45 t1

44 ll

キト．

 初診時理智的所見 ナシ．

 レントゲン所見 右肺全二二蹟マレル懸雲上ノ軟陰

墾像ナリ．而シテ鎖骨下外側二於テ径4cm大ノ室洞

ヲ認ム．

 ガフキー0號．3｝Y－b． ＝氏反慮2・5x2・5cln．

 右肺萎縮賦態縄過 肋膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成シ

補充注入18回．総迭尊書8，000ccニシテ極度二萎縮セ

ラル（冊D．

 S．R．ハ萎縮進展ト共二遅延シ略ボ正常撒トナル，

 4s七二敷 右方移動ヲ認メタルモ28回補充時二S．R．

速進ト共二左方移動ヲ丁度二上ム，

 白血球百分率 Nノ減少L，Eノ増加ヲ認ム．

 観察期聞8ケ月，現在氣胸療法纒績申，主訴ナシ．

 膿温 2F温トナル．

 燈重：50kgヨリ53k9トナリ3kgノ増加ヲ示ス，

第20表  越 里矛 某 27歳 （♂）

S．R N・白血球核分葉敷  1白血球百分率
@（観察細胞100）   1 （観察細胞200） 萎縮F

@  l謹重朕態i

日 ，／／ 月

氣 胸

?数 麓・ ﾌ・i2舶・ ・1・ h・Ilvlv騰NIL図・・1・

2／7

R／8

V／9

U／10

S／11

P／12

P4／1

X／2

R／3

初回前

TN．F

P0 〃

P4 〃

P8 ヶ

Q2 〃

Q8 〃

R2 〃

R4 〃

57

R5

R0

P4

P3

P・・13・

  91

@ 65
@ 58

@ 35
P1130
Pi｝1  33

126

P05

X6

W5

V9

U8

U5

X3

P00

26

P5

P9

P6

Q2

P2

P3

Q0

P2

47

V0

U1

U4

U0

T6

T6

T9

U9

・l

｝  

P．77

Q．04

Q．02

Q．04

P．98  1

Q，231

Q．20

Q．02

Q．08

暁5

G19084

    1  14．55．5

5。51 2 1 1 1      －

@   8口什

〃〃

50kg

S9〃
T0．5〃

T1．5〃

T2〃

T2〃

T2〃
T2．5〃

T3〃

（21）奥村某 24戯 （δ） 農業，

初診 昭和12年6月25日，

診噺 右側肺門結核．

家族歴 ナシ． 既往症 ナシ．

現病歴 10日前ヨリ左胸部1蓼痛，咳漱，1喀疹i，盗汗，

初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見．右肺門部ハ長サ6cm幅4Cm大二

壇大シ肺門部上下ヨリ二三二向ヒ増強セル数條ノ増殖

性索朕浸潤ヲ認ム．

 ガフキー0號．マントー氏反慮2x2cm．

 三寸萎縮三態経過 肋膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成シ

補充注入5回ニシテ中等度二萎縮ス（H）．

［ 47 ］
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S．R． 5回補充ニシテ輕度痩躯スルニ至ル，

雫均底数 右方移動ス．

白血球百分率 出遅ナシ．

観察期間2ケ月，圭訴 消失ス，国所セズ．

燈温 ZF温．

膣重57kgヨリ58．5kgトナリ1．5kgノ増加ヲ示ス．

第21表 奥村某24歳（♂）
日

’ 月

29／ 6

4／ 8

8／ 9

氣 胸

回 数

初回前

5 N．F

IO i／

鼠R
撃m耀瀦欝数 白（ft 1球百分観察細胞200）率

・・曹Q・・｝24・tl・／・・IIII國V騰N国M国B

l；舗liiiil ill薯！穿：i

率一［B

萎 縮

?態
盟 重

一什 57kg
T7 〃

・H・ 158．5 ti

 （22） 山本某 32歳 （♂）官吏．

 初診 昭和12年10月4日．

 診臨 爾側肺浸潤．

 家族鵬既往症 ナシ．

 現病歴 撒日來咳噺，喀疾，盗汗ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 右側鎖骨ノ高サニー致シテ大サ

2Ctn大ノ境界不鮮明ノ軟陰男ヲ認ム．左肺下葉横隔膜

二野シ境界稽や鮮明ナル陰撃ヲ認ムレドモコノ甥像ハ

右肺氣胸数回施行セル後チ甲骨セリ．

 ガフキー0號，vソトー氏子懸2×2cm．

 二王萎縮状態経過 右肺尖部二索状癒着アリト難モ

補充注入15回ニシテ申十度（什）33回ニテ高度二萎縮セ

ラル（柵）．

 SR・i萎縮進展ト共二五常数トナリ後チ輕度速進

ス．

 ZIS均丁数 右方移動ヲ認ム，

 白血球百分率 Nノ減少Lノ増加ヲ認ム，

 臓恩 4i温． ，

 膿重 礎動ヲ見ズ．

 観察期間 6ケ月．初診時圭訴消腿ス，現在氣胸療

法繊綬申．

第22表 しl！  ＝∠トニ 某  32歳  （6）

   i
?ｹ［ s・R   」 N．白血球核分葉数

i襯察細胞100）
白血球百分率
@（観察細胞200）

日 ／／月

回数湿触陣 ・1・・
・・IIIv 奄俣ｫ NILlM E国

萎 縮

ｽ 態
盟 重

5／10

Q／11

X／12

P2／1

X／2

Q／3

P9／5

初回前レ8   15N．：Fi2710“11515〃｛2   1   i19”1622 〃 1733〃ほ2

112

U2

S2
T124ほ830

135

P21

P05

S5

W7

U8

X2

36

Q8

Q2

Q6

Q0

Q7

Q3

49

S1

S7

T9

T2

T4

T4

12

Q8

Q6

P4

Q2

P8

Q2

3351611

1．82
81112 570 24．5

W4 9．5

U8，525

U3 23
V0523．5 1

V6116 1

3．5．2 ヨ

T．5 1

U5・13il1

Ri3
T ：3 1

52香[1‡ii什1 ÷｝ヒ 什 柵   1 51．5kgT2 〃
T1 〃

Ti．5〃

T2 〃

T1〃
T1，5〃

（23）北川菓 25歳 （9）事務員．

初診 昭和12年10月20日．

診断 左肺浸潤並二右側葉聞肋膜肥厚．

家族歴 10年前二妹腹膜炎二罹患ス．

既往症 ナシ．

現病歴 3ケ月來右胸部嬢痛ト右肩凝ヲ訴フ．

初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲンrJi見回肺中野二半テ肺門部二千シ径

4cm大ノ境界不鮮明ナル軟陰墾像ヲ認ム．右肺二葉閻

肋膜肥厚ヲ認ム，

 ガフキー0號．マント氏反慮3x4cm，

 左肺萎縮状態経過 肋膜癒着ナク完至氣胸ヲ形成

ス，補充回忌13回ニシテ高度二萎縮ス（冊）．

 S．R，ハ萎縮進展ト共二正常轍マデ邊延スレドモ後チ
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：再ピ中等度ノ速進ヲ示ス．

 李均核轍 右方移動ヲ示ス，

 白血球百分率 著明ナル攣化ナシ．

 観察期閲7ケ月，氣胸療法纈績中．

主訴 浦失ス．

盟温 季温．

画品 44．5kgヨリ46k9トナリ1．5k9ノ堀加ヲ示ス，

第23表  ゴヒ JII 某 25歳 （6）

日／

／月

26／10

30／11

21／12

18／ 1

8／ 2

2／ 3

5／ 4

12／ 5

氣 胸 S． K

回ua i…i・・t j24・・

N、自血球核分葉歎
 （観察細胞100）

白血球百分率
 （襯察細胞200）

・国III

初回前
6 N．1一一

9 1！

13 m

16 t！

18 t1

23 i1

28 t！

66

43

41

5

5

24

30

17

106i129！ 23

75 i118
64 hoo l i4

28 1 98 ［ 17

15 1 85

50 11011 20

60 1103］ 20

40 i 93 i 22

56

61

60

55

58

46

19

22

19

23

15

30

・v撃u［雛…N国M国B
2

3

4

2

7

2

2．00

2．14

2，10

2．07

2．09

2，12

70，5

80

”75．5

66．5

63．5

72．5

23．5

12．5

17

30．5

28．5

17．5

2 j4

5 12．5

5 ， 2．5

 1
O，5 2．5

i i’ 7

4．5i 5

萎 縮

斌 態

十

柵
1！

t／

tl

t！

盟 ：重

44．5 kg

45 t1

45 t1

45．5 1！

45．5 1！

46 1！

45 t1

46 tl

 第2節 考慮スベキ滲出液ノ瀦溜ヲ見シ例

 （24）岩見某 21歳 （♂）職工．

 初診 昭和11年7月16日．

 診断 空隙上葉浸潤．

 家族歴 兄（23歳）数年前肋膜炎，既往症ナシ．

 現病歴 2週間來左胸部疹痛，吻軟，喀疾アリ．

コレマデ10回喀血1アリタリト，

 初診時理學的所見 左側鎖骨部呼吸音微弱ナリ．

 レントゲン所見 左側上野至膿二廣マレル混合中陰

騒ナリ，

 ガフキー0號．vソトー氏反慮4×8Cm．

 左肺萎縮状態経過及滲出液程度

 肺尖部二索状癒着アリテ完全氣胸ヲ形成スルコト不

可能ナリト聾モ12回補充注入ニヨリテ高度二萎縮セラ

ル（柵），滲出液ハ第10回補充時頃ヨリ漸次増加シ19回

補充時頃ニハ鎖骨下Vデ瀦溜スルニ至リタリ（柵）．

 S・R・ハ漸次遅延セルモ滲出液高度トナルニ及ピ異常

ナル画讃ヲ示スニ至ル．

 李均核数 時二左方移動時二右方移動スレドモー全面

ノ結果ヨリ考慮スルトキハ右方移動ナリ．

 白血球百分率 詔ムペキ著攣ヲ見ズ．

 寺判 時二微熱ヲ訴ヘシコトアルモ概シテ4i温ナ

リ．

 艦重50．5kgヨリ50kgトナリ0．5kgノ減少ヲ示ス．

 観祭期間 6ケ月滲出液高度トナルニ及ピ來所セ

ズ．

第24表 塔見回21歳（6）

銭R
撃ml繍旛半数    ｝＿ ＿ 一  ＿  一 一一 一一        

白（繍田繍㌔萎縮氣 胸

?激 狛・ ､・12船・ ・1・1国・vlV騰 N国MIE国賦態
滲出

t程
x

日 ／1

  『
演�O
R：N．F

V 〃

P2 〃

P6 〃

P9 〃

54

S7

P8

Q7

W0

 ミー一一  

V21105

@ 81

@ 75
@ 42
@ 55
@ 112

P25

P21

P08

P00

P09

P301

一 一 ｝
@ 1 ｛ ［  130」48

R4149  122 45

Q3 52
Q1149

21 1

P611・
Q419
Q4国26・3「1

1．93

P．84

@ 1

Q．03

Q．14

  72．5
@   ｛    「2．20154．5

@ 7L5
@ 65

23．5

Q5．5

P95

R0．5

 I@l2 ！2

22．5

ト十丹柵柵柵 ＝1

u一1十柵柵

盟 重

?一  ＿    一     一 － 一  ㎜ 一

T0．5kg

T0．5〃

@51 〃

@52 〃

@50〃
@50〃

（25） 宮本某 31歳 （6） 職人． 初診 昭和11年9月1日，

［ 49 ］



386 竹 谷

 診蟹 右肺上葉浸潤．

 家族歴及既往症 ナシ．

現病歴 敷日來右側胸部疹痛，咳噺，喀疾，肩凝．

 初診時馬堀約所見 右上部濁昔ヲ呈シ呼吸和訓．

 レントゲン所見 右側肺尖部ヨリ申野二亘ル大理石

一面ノ軟陰舅ナリ．

 ガフキーO號．マントー氏反慮4 × 6cm．

 右肺萎縮状態経過及滲出液程度 転戦側申央部二索

賦癒着アリテ不完唐画胸ナレドモ，補充注入20回ニシ

テ極度二萎縮セラル（｛惜）．

 滲出液ハ補充回数8回頃ヨリ邊縁滲出液ヲ認メ漸次

鱈加ノ傾向アリ．24回補充時＝ハ右肺申央部マデ26回

補充時ニハ鎖骨下Vデ二丁ス（柵）．

 其間5回二亘リ総量2，200cc穿刺セリ．而シテ24回

補充時以後ハ穿刺液ノ排出後少量ノ室氣ヲ補充シ置ク

程度トセリ．

 S・R・萎縮進展トー・致セズ寧口精や速進ノ傾向アル

モ氣胸開始後11ケ月頃ヨリ遅延セリ．

 卒均核激 約2ケ月後二於テ著シキ右方移動15回補

充時二最高右方移動ヲ示シ再ピ左方移動ス．

 白血球百分率 Nノ輕度ノ増加Lノ輕度ノ増加ヲ

示シタレドモ不安定ニシテー定ノZF衡賦態ヲ保タズ．

 盟温 恒温ヲ保タズ微熱アリ動揺甚ダシ．

 盟重百事液ヲ有スルが故二出時シタリ．

 観察期間 14ケ月氣胸療法申止ス．

第25表 宮本某31歳（6）
日／

／月

211ig

機
1男1

11怨

31g

gi，，g

9／12

氣 胸

回 数

初回前

8 N．F

12 tr

15 t1

19 rt

 I1

24 t1

25 t／

26 e

28 1／

 tl

 fl

 1！

 S， R

lst 」 2st 124st

30

42

60

1， 29

［6

27

55

33

28

43

3C

19

11

70

74

74

56

21

60

80

58

55

75

60

45

30

117

111

1エ2

106

95

90

109

103

101

110

105

75

83

N．白血球核分葉数
 （観察細胞100）

i 1， iili！ilivgv IEX

66

41

38

15

20

30

31

32

48

49

50

53

42

47

1

8

12

27

20

23

18

19

16

17

18

28

25

1

3

1

8

7

5

4

5

4

4

3

4

1，37

1．73

1，76

2．28

214
2，03

1，95

1，92

1．95

2．03

198

2．11

2．07

白血球百分率
 （観察細胞200）

37 1 39

2g 1 s1

22 1 s7

26 1 53

25 1 43

20 」 54 il

NILjMiE］B
42 147．5

51．541．5
   

75116
66，5122
  1

67 24

41．550．5

52 45．5

70…9．5

50122
49138
56・

52137
56．5！29
 1

25．51 11，5i

8．5］ 2 1

 6 l l
，1， ，1，li

I9．5 21

3 6i

 7 li
L5， 1 I

19111釧

117 11i
111 ．VLil ‘，ii

   71
a

8．51 2．5・

・35一

篇繹糧髄

十

Hl十
十卜 十

柵 十

柵 十十

〃 柵
tt

rl

tl

f／

t／

11

1 47 kg 1

45

46

48

49

50

51．5 v i 300cc

52 t／ 1 300，1

52 ，1 i 500 e

51占〃

29，1，5 l1

49 ，i i

 （26）  宮本某  18歳  （♀）  無職．

 初診 昭和11年9局8日．

 診断 左肺上葉浸潤．

 家族歴 本年8月31日父肺結核ニテ死亡ス．

 既往症 ナシ．

 現病歴 健康診脚ヲ希望ス．

 初診時理訴的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左鎖骨下二於ケル2cm大ノ軟陰墾

ナリ．

 ガフキー0號．マントー氏反懸4x5．5cm，

 左縄萎縮欣態経過及滲出液程度 左肺尖部二索状癒

着ヲ有スル不完全氣胸ナリ，補充注入12回ニシテ中等

度萎縮ヲ磁壁ル後チハ萎縮程度不良ナリ（什）．補充41

回時二滲出液程度（十）．補充50回時ニハ滲出液程度

（柵）ナリ．

 S・R・萎縮進展ト共二遅延セルモ後チ滲出液ノ出現

ト共二者進セリ，

 牛均核数難度ノ右方移動ヲ示セドモ多量ノ滲出液

ノ出現ト共二左方移動セリ．

 自1血球百分率 著明ナル攣化ナシ，

 膣濃 4三温ナリ．

 盟重 経過ト単二4k9ノ噌加ヲ示セドモ滲出液ノ出

現ト共二減少シ最後二男訪セシ折ハ50kgトナリ最初

ヨリ0．5kgノ増加ヲ示セシノミナリ．
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 観察期間 14ケ月．氣胸回数46回日二來訪セシ以來

約2ケ月間來悪心ズ．ソノ間二最初輕度ナリシ滲出液

第26表

ハ増加シ再ビ來訪ノ時ハ中央部マデ灘溜シ穿刺ノ機動

ヲ得ズシテ去ル．

宮 本 某 18歳 （？）

N白血球核分葉数
i観察細胞100）

白血球百分率
@（二面細胞200）

滲副日／／／月

氣 胸

?数

  s，R

P・l12・・124・・

・国mllvlV灘
       一        一 一 一 一   一  『

m国M回B
萎縮

O態
液程

x
饅 重

11／9

X／10

U／11

R／12

Q0／1

P7／2

P1／3

P4／4

P5／5

X／6

P／7

P8／8

P6／9

Q8／10

Q3／12

初回前

@4N．F

@8 〃

P2 〃

P8 〃

Q2 〃

Q5 〃

Q8 〃

R2 〃

R6 〃

R8 〃

S1 〃

S3 〃

S6 〃

T0 〃

12

P1

29

Q8

Q0

P0

Q0

R0
V27253334705640120

93｝40   84132

40

S4

S3

S8

S5

T2

S2

S3

T1

S0

S4

T0

S3

U2

T8

14

Q2

Q4

Q6

Q8

P8

Q9

Q7

Q4

Q7

Q8

Q0

Q2

Q0

P2

1212

1．86

P94

Q．01

A2．12

Q．10

PL9780．5
P2．2073．51吐2．15

Q．05

Q．04

m2．06

P：鷺繹

69．5

U8

V7．5

V0

W1

U1

W2

U5．5

U8
V8379．570．573．5

27

Q3

P5

Q2

P3

P45

P9

Q9．5

P2

Q3．5

X20．518．5  1

   3

@  4．5

@  6

@  7

@  2

@  4

@  6．5

@  8，5

@  5．5

@  8

?T
@  9．5

@  5．5

@  8

0．5

S．5

P5

…｛＿1一一一一一十十骨柵

一  49．5k暮

? 48〃

 （27）高柳某20歳 （6）職人．

 初診 昭和11年9月14日．         cs

 診断 右上上葉浸潤．

 i家族歴，既往症 ナシ，

 現病歴 1週間前二右側肺尖結核ト診断サレ現在咳

漱，盗汗，至身倦怠感ヲ訴フ．

 初診時理學的所見右側肺尖部濁音ヲ呈シ該濁音界

ハ呼吸吾鏡ナリ．

 レントゲン所見 右側上葉至燈二亘レル下陰鑛ナ

リ．

 ガフキー0號．一マントー氏一六9・5×5cm．

 右肺萎縮状態及滲出液程度 国忌申言部二上朕癒着

ヲ有スル不完全氣胸ナレドモ，補充注入21回時二極度

二萎縮セラル（柵）．補充27回時二滲出液程度（十）ヲ認

メ漸次壇量シ37回時ニハ滲出液程度（柵）トナリ450cc

穿刺セリ．其後ハ二上吸牧セラレ消長セリ，

 S．R．萎縮進展ト共二三常数迄遅延セルモ滲出液ノ

増加ト共二速進シ減少ト共二再ビ渥延ス．

 李均核激 右方移動ヲ認ムレドモ滲出液ノ出現二作

ヒ多少左方移動ス．

 白血球百コ口 Eノ出現著明ナリ．

 盟温 時二微熱アルモ概シテZISbUNナリ．

 盟重 滲出液出現時二減少ヲ見タルモ滲出液ノ消腿

ト共二再ビ増加セリ．

 観察期間 14ケ月．補充注入25回以後ハ硫気期間ヲ

延長セル爲右肺ノ鑛張ト共二肋膜癒着漸次高度トナリ

迭氣二依ルモ剥離セズ邊氣不可能トナレリ．

 （28）城西某 15歳 （♀） 女平生．

 初診 昭和11年11月19日．

 診噺 右肺上葉浸潤．

 家族歴 ナシ．

 既往症 昨年11月當相談所二於テ右肺上葉浸潤並二

肋膜炎ノ診籔ヲ受ク．

 現病歴 ナシ．

 初診時理學的所見 右胸部呼吸言稽や弱シ．

 レントゲン所見 右肺上葉二十マレル懸雲雀軟陰墾

ナリ．

 ガフキーO號．マントー氏反懸5×6cm．

 二七萎縮状態経過及ピ滲出液程度 肋膜徳着ナク完

全氣胸ヲ形成シ補充回撒12回ニシテ極度二萎縮セリ

（冊），補充注入20回時頃ヨリ邊縁滲出液ヲ認メ漸訳増

量シ補充27回時ニハ右肺中央部マデ瀦溜スルニ至リ

（措）300cc丈穿刺セリ，其ノ後ハ良好ナル経過ヲトリ

補充注入40回時頃ニハ邊縁滲出液トナレリ．
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第27表 高柳某20歳（♂）
日 ／ ／

氣 胸 S．R
N．白血球核分葉数
i観察細胞100）

白（麟由繍率   一

一一

i萎縮
滲出

／ノ／ 月

回 数 獄困2舶・ 1 II 〟pIV V平均
@核轍 N国M｝E B陽犬態 度

液程．盤 重

@｝
穿刺量

16／9 初回前 44 78 125 50 29 18 3
L74166 31 3

一 一 46．5kg

9／10 4N．F 16 42 100 38 36 24 2 1．901745 12 6．5 7 十 一
47 〃

5／11

R／12

8 〃

P2 〃

94 22

G6

88

X0

30

Q8

llill 48 2 2．04

Q．13

68．5

V4．5

14

Q5．5

68 11．5

Q

十二

＝
47．5〃

S65〃

13／1 17 〃 5 18 94 20 40 29 9 2 2．33 77．5 10 2 10．5 柵 一 45 〃

10／2 21 〃 5 18 94 31 44 20 4 1 2．GO 50 40 1⑪ 柵 一 45．5〃

10／3 25 〃 10 28 98 27 59 13 1 1．88 65 26．5 8．5 〃

一 445〃

7／4 27 〃 55 83 122 24 50 P22 4 2．06 49．5 45 1．5 4 〃 十 45．5〃

5／5 31 〃 7ユ 11G に23127 59／13@i
1 1．88

一 一 一 引
〃 十 42・5〃

10／6 33 〃 40 11161 18 50126 4 2 222 69 15 8．5 7．51 柵 十 44 〃

1／7

Q／9

34 〃

R7 〃 17

28152ほ02 1   ，

25172129  1

26 56｝17
T6111

13

1

1．93 73．5
P．9160．5

18．5

Q0

2．5

V．5

5．5

P2

什十 十柵 455〃

S5 〃 450cc

26／10

Q6／11

40 〃

S2 〃

10

U

26

Q0

81127 1

V8
一

61i10 ［一h 2一

 ヨ

[

1．8764

w 一

21 5一 野〇 十十 二十 44．5〃

S6．5〃

16／12 43 〃 8 24 84120 i  1p56｝20 4 i 12Q8174 12．5 4 9．5 十 一 46 〃

 S．R． i萎縮進展ト共二遅延シ輕度速進ヲ見ルニ至リ

タルモ滲出液ノ出現ト共二三遽シ後チ滲出液ノ減少ト

袖幅再ビ輝度ノ遅延ヲ示セリ．

 ZF均核数 最初右方移動，滲出液ノ出現ト共二左方

移動シ，後チ少シク右：方移動セリ．

 盟温 常二tlS rzaヲ保テリ．

 燈重 滲出液出現時二減少セリト難モ最初ノ41．5kg

ヨリ43k9トナリ15k9ノ壇加ヲ示ス．

 麟察期閻1ケ年．現在邊縁滲出液ヲ見ルノミニシテ

ー般状態可良，1ケ月1回ノ割ニテ少羅ノ補充注入ニ

テ紮磯績中ナリ，

第28表  城西某15歳（？）

S．R
N．自血球核分葉数
i観察細胞100）

日   氣 胸

@ノ       1

A 卿回数 1駄 n・“・、 1囲IH回v騰寄淵瀬1 睡 重
・9／1・初巳57…7912229 1 60・0・ L83i 75 5i 18．5i 5 ［ 1

穿刺羅

＿ト41．5kgl
 闘        1

15／12 4NF 35i 62 116 18 28 4 2．18 63 23．F 7 6．5 什 一 41．5〃
i

13／1

X／2

8 〃

P2 〃

22

P3

・60
P36
114

P03

21

R2

155
奄T0

23

P6

12 204
P．88

75

W7．5

14

S．5

62．5 55．5 柵岳珊

i＝
41 〃

S1 〃

10／3 16 〃 10 26 95 25 ユ9 4 202 78 ユ9 2 1 〃

一
40．5〃

7／4 18 〃 20 41 103 19 30 4 1 222 61 35 2．5 1．5 〃
一 40〃

5／5 22 〃 63 97 128 29 157 14 185 74 19．5 5．5 1 〃 十 3＆5〃

8／6 25 〃 25 56 110 30 、48 19 3 L95 71．5 23．5 5 〃 甘 38．5〃

20／7 27 〃 22 53 93 20 エ7 2 2．01 70 25 3．5 1．5 〃 帯 39．5〃

31／8 29 〃 24 51 92 45 142 12 1 1．69 72 14 2 12 〃 柑 39〃 3

4／11 32 〃 20 49 110 27 56 16 1 1．91 70 17．5 5 7．5 〃 粁 41．5〃

16μ2 34 〃 151 40  1 106 25  】 57 15 2 1 L97 57．5 365 3 3 〃 i十 43 〃

300cc

（29） 宮本某 29歳 （6） 無職．

切診 昭和12年2月1日．

診断 右肺上葉浸潤．

家族歴，既往歴 共ニナシ．
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 現病歴 昨秋來右側胸部ノ重駆感ヲ訴フ．

 初診時理量的所見 右肺尖部ハ濁習ヲ呈シ小水泡苦

ヲ面取ス．

 レントゲン所見 右肺尖部ヨリ上野第2肋間二亘ル

軟陰心像ナリ．

 ガフキー0號．vソトー増反慮4．5×3cm．

 右肺萎縮擬態経過及ビ滲出液程度 右肺尖部二索賦

癒着アリテ完全氣胸ヲ形成セズト難モ補充注入38回ニ

テ高度二萎縮ス（柵）．滲出液ハ初メ10ケ月出現セザリ

シモ48回補充時頃ヨリ瀦溜シ漸次瀦溜ノ傾向ヲ示シ55

回補充時頃ニハ中央部マデ瀦溜スルニ至リ3回二亘リ

総量1．500cc排出セリ．

 S・R・萎縮進展二相反シテ速進ヲ示セドモ，後チ渥

延スノし二至ノレ．

 71S長鳴数 輕度ノ右方移動ヲ示ス．

 白血球百分率 著攣ヲ詔メズ．

 燈温 終始微熱ヲ訴フ．

 盟重 不攣．

 三面期間11ケ月．後チハS．R・及穿刺液犀ノミ記

載シ置ケリ．目下氣胸療法血行申．

第29表 宮本某29歳（v）
日  氣胸； s．R

、月回蜘・・1ゐ・即・・1

9／ 3

7／ 4

4／ 5

2／ 6

7／ 7

5／ 8

9／ 9

6／10

5／11

1／12

13／ 1

10／ 2

15／ 3

16／ 4

19／ 5

18／ 6

初回前5
4N．F  7

8“：15
    

12〃111
17 痰Q1
21 “

26 ii

30 u

34 t！

38 “

44 m

48 r1

52 ti

55 r！

 r／

60 n

［％

曽

1140

11？

ほ1

 8

15 ］ 90

26 1 98

46 1107

35 i 94

49 1 98

s6 1／ ie4

30 ， 80

 1
28 1 78

23 L 82

24 1 90

19 i 77

41 i105

31 1104

28 leO

33 i 80

22 a 80

 ；

一N・白血球核分葉激
 （門戸細胞100）

ls 1 s2

14

17

28

12

14

24

10

20

12

II・ ?
  25

56 ［ 22

50 1 25

4s hg
 ’s6 1 30

53 i 27

so 1 22

60

43

52
25 1 49

20

26

24

16

5

8

6

4

1

5

2

8

10

12

9

2

1

1

1

白血球百分牽
 （観察細胞200）

騰INI’図EIB

i
I2．26

2，17

2．24

2．26

2．02

2．23

2 12．os

2 12．32

1

1

2，29

2，36

2．12

74

81

8Jr

70．5

73

81．5

60．5

52

68．5

53．5

73．5

1s．sl 4．s l 3

bvgul g’u i ，r，1

612171
20．51 4［5i

23．51 2 i 1．5

13．51 4 1 1

3413i25
35．51 10 i 2．5

11
？一s－1 4：51 Z

  3 1637．51

i6．sl 614
    i

萎縮瀦｝

  i画一二重

制度
一1一

十 1 t，

tl 1 lt

列〃
判〃
11

ノ’

tl

tr

柵
rt

鼎

11

tl

冊
lt

11

tl

tf

tl

tt

tl

十

柵

］ 57 kg

55．5 n

55 ti

55 t1

55 t1

55 lt

56．5 t1

56．5 ，！

58 t1

57 t1

57 t！

57 ，i

56．5 n

56．5 t1

57 ，／

57 il

 （30）森田某 16歳 （6）學生．

 初診 昭和12年9月20日．

 診断 左肺浸潤．

 家族歴，既往歴共ニナシ．

 現病歴本年6月山嶺咳漱喀疾盗汗ヲ訴フ．

 初診時理學約所見 左胸上部二小水泡普ヲ籍取ス．

 レントゲン所見 左肺ハ至腿二八リ大理石紋様ノ陰

撃ニテ覆ハレ中野上外側二径3Cm大ノ室洞ヲ有ス．

 ガフキー7朧．マソ1・ 一軸反懸1×2cm．

 左肺萎縮朕態経過及ビ滲出液程度 肋膜癒着ナク完

全腐心ヲ形成シ補充注入10回ニシテ極度二萎縮セラル

（柵）．

 補充注入5回頃ヨリ邊縁滲出液ノ出現ヲ見，萎縮状

態極度ナルニ及ビ中央部マデ16回補充時ニハ鎖骨下v

デ瀦溜シ（柵），ソノ間4回二亘リテ穿刺シ漿液性液総

量2．050cc排出セリ，26回補充時ニハ邊縁滲出液ヲ見

ル佃島ギズ．

 S．R．萎縮進展ト共二遅延正常敷ヲ示シ毫モ滲出液

ノ瀦溜二依ル感動ヲ示サザリキ．

 七曲霜露 漸次右方移動ヲ示シ後チ左方移動トナリ

タルモ正常核敷内覧アリ．

 白血球百分率 百分率ハ攣動大ニシテー・定ノ關係ヲ

綾見シ得ズ．

 盟温 氣胸前羽衣熱ヲ訴へ居りシモ氣胸後ハ牢熱ト

ナル．

 盟重 40．5kgヨリ42kgトナリ1．5k9ノ増加ヲ示ス．

［ 53 ）



390 竹 谷

麟察期間 6ケ月 三症訴消磁セルモ現在氣胸療法績忌中．

第30表 森田某16歳（♂）
日 ／ 〆 ／

氣 胸 S．R
N， 白血球核分葉数
i観察細胞100）

白血球百分率
@（観察細胞200） 萎縮 滲出

1

 ／
^’／ 月 回 敷 1st 恥・ y2磁 1 II IIでIlviv 牛均

j激
NIL M 状態

液程

x
盟重 穿刺雛P

21／9 初回前 55
94i・3・ 37 50 11 2 1．78 7611且5 8 3．5

一 一
40．5kg

2ア／10 5N．F 27 58 113 28 53 15 4 1．95 8614 1 9 什 十 41．5〃

30／11 10 〃 25 50 111
一 一 一 一 一 一 一 一 一 鼎 什 41．5〃

22／12

P9／1

13 〃

@〃

23

V

51

P9

110

U7

12

P6

63」22
T3126

35 2．16

Q20 60．5 27．5 10 2

〃〃 什柵 41〃
S1．5〃
12／II500cc
P5／II400〃

2／3 16N．F 5 17 67 20 58 20 2 204 86 4 10 〃 柵 41〃
91m650〃
P7！m500〃

7／6  ． 26 〃 7 18 67 22 52 22 4 2．08  1|1一 一1一 柵 十 42〃

  第3節 高度ノ肋膜癒着ヲ獲見セシ例

 （31）源某 31歳 （9）無職．

 初診 昭和11年7月21日．

 診断 左肺k葉侵潤．

 家族歴 ナシ．

 既往症 3年前左肺尖結核．

 現病歴 10日以來蕨痩，微熱，食欲不振，二三1喀疾

アリ．

 初診時理學的所見 左側肺尖部濁普呼吸昔弱．

 レントゲン所見 左肺尖部ヨリ第3肋間二七ル軟陰

馨ナリ，

 ガフキー0朧，マントー氏反回8x9．5cm．

 左肺萎縮状態纒過 肺尖部ヨリ第2肋骨側二一ル癒

着ノ爲メ萎縮朕態思ハシカラズ．三面ニョル癒着剥離

不能ナリ．

 S．R，萎縮進展ト共二輕度二遅延スレドモ，後チ速

進ス．

 二二二丁 初メ右方移動後孚左方移動二轄ズ．

 白血球百分i率 Nノ増加，Lノ滅少，Mハ埆加セリ．

 四温 Z｝三温トナル．

 三重 39kgヨリ35kgトナリ4kg減少セリ，

 観察期間 13ケ月．丁丁療法ヲ申止セリ．

第31表 源 某 31－歳 （9）

一

日

氣胸i S．R
N．

（観察細胞
自血球核分葉敷

100）
t白 血  球百分
i観察細胞200）㌔

萎縮［     1

／ 月
回転 1・t

奄Q・・124・・ ・1   「P肩
III I

IV V
 ｝ｴ均
ｺ敷
NI I」  E MIE

  lBl  I

状態1
膿 重

i h

23／7 初回前 96
1211130  1

1

一 39kg
20／8

Q4／9

4NF
X 〃

73

V0

1071124

P051 124 48 40 11 1 1調 57 41
  11．5iO．5  ヨ

十〃 36．5〃

R6 〃

23／10 13 〃 84 97 118 35 48 15 2 1，841160 29．5 8 、2．5 〃 36．5〃

24／11

P4／12

16 〃

P8 〃

25

R9

60i
U11
113 27

P9

61

U5

10

P4

22
1，871

P．99

72．5

V0．5

22．5

Q1．5

  1

S  1

V 11  ：

〃甘 37 〃

R6，5〃

8／1 20 〃 48 831 l18 23 56 19 2 2．00 65．5 29．5 3i2 〃 36．5〃

9／2 23 〃 50 82 119 25 46 20 9 2．13 68 28 2．5 1．5  1

〃 36 〃

11／3 26 〃 21 62 112 26 53 20 1 1．96 73．5 19．5 6 11 〃 37 〃

8／4 27 〃 19 57 110 25 58 14 3 1．95 41 57
21  1

〃 35．5〃

13／5 30 〃 76 1011 29 50 14 7 1．99 85 5 5  5 〃 36．5〃

10／6 32 〃 92 102 124 24 64 10 1 1 L91 80．5 14．5 4．5 α5 〃 36 〃

22／7 34 〃 65 95 122 31 55 14 1．83 83 10 6 11 〃 36 〃

2／9 36 〃 81 108 126 34 58 7 1 1．75 78．5 16．5 51 〃 35 〃

（萎縮朕態ハ完全ナルコト望ミナキモ便宜上癒着以外ノ萎縮状態

ヲ第1章二掲ゲタル規約二丁ツテ以下之ヲ示ス）

［ 54 ］
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 （32）高木某 37歳 （6）商業．

 初診 昭和12年2月3目，

 診断 左肺浸潤及ピ右側肋膜肥厚．

 家族歴 10年前兄肺結核ニテ死亡ス．

 既往症 1年前二喀血アリタリト．

 現病歴 6ケ月前ヨリ右側前胸部1蓼痛，咳漱，喀疾

アリ昨年來頓聲ナリト．

 初診時理學的所見 右働輕濁普呼吸昔梢や弱．

 レントゲン所見 左肺尖部ヨリ第4肋間二上リ懸雲

状ノ軟陰箔ヲ認メ，右側肋膜肥厚ヲ認ム．

               第32表  高 木

 ガフキー・ O ee．マントー氏反懸3x4．5cm．

 左肺萎縮状態縄過 肺尖部ヨリ第2肋骨側二亘ル癒

着ノ爲メ萎縮状態9回補充後モ輕度ナリ．逡氣二依ル

癒着剥離不能ナリ．

 S．R．反劉二速進ヲ來セリ．

 卒均巳時 左方移動セリ．

 白血球百分率 Nノ減少，Lノ堰加ヲ詔ム．

 二上 一定セズ常二土熱ヲ有ス．

 盟重 不饗．

 観察期間 2ケ月．四二セザルニ至ル，

某37歳 （δ）

％

10／ 2

16／ 3

14／ 4

氣 胸

回 数

S． R

  lst I 2st 24st
 ｛

1 N．1“ 1 4g

   e
5 t！ 1 65

9 ri 1 73

：N・白血球核分葉数
 （観察細胞100）

白血球百分率
 （観察細胞200）

・国II中Vlv膿Nl・［MIE〔B

   ト
萎縮1
朕 態

iloo l 1261 27 1 sg

ioi
mi301 20 1 72

1101126i 30 1 64

11

7

4

2

1

2

1
1．911 71 （ 16 1 7．s！ 5．s

1．89

1．78

56 ： 37

49 i 26

 ’

1 ［61
15 i 10 1

十

十

髄 重

52 5 kg

52．5 u

52．5 “

 （33） 川尻某 23歳 （6）檜侶．

 初診 昭和12年4月6日．

 診断 二二上葉浸潤．

 家族歴 先月23日父肺二二ニテ死亡ス．

 既往症 ナシ．

 現病歴10日前ヨリ咳漱，二二，盗汗ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 右肺尖部濁音少許ノ小水泡音ヲ

聴取ス，

 レソトデソ所見 右側肺尖部ヨリ第3肋間玉門ル大

理石紋檬ノ陰墾ナリ，

 ガブキー0號．「マントー氏反懸4×5cm．

第33表

 右肺萎縮状態経過 肺尖部ヨリ第2肋骨下端二丁ブ

癒着ノ爲完全三門ヲ形成セズ補充回数13回時ニモ中等

度萎縮ヲ示スノミ．迭氣ニヨル癒着剥離不能，

 S．R． 輕度ノi醤i延ヲ見ルノミ．

 牛均丁数初メ萎縮進展二反シ左方後チ右方移動

ス，

 白血球百分率 Nノ増加，Lノ滅少ヲ詔ム．

 神聖 ZF温．

 髄重 2．5kgノ減少アリ．

 観察期間 5ケ月，癒着ノ爲中止セリ，

川尻某23歳（6）
N・自血球核分葉敷
i観察細胞100）

白血球百分率
i観察細胞200）

日／

^月
一＿．一一＿一＿＿＿

  S，R

ﾏ坤偲 ・国・II國v騰 N国M回B
萎 縮

?態
膿 重

7／・14／52／67／77／89／9

氣 胸

?敷

演�O
S：N．F

W 〃

P3 〃

P7 〃

Q2 〃

i51417303015

  ・ I T一一奄奄於モ奄奄奄P64糎・1i1855i100【35レ2

  一一一「 一

@ 65111
@ 61口3   1  57110   1

@ 61i14   122 45｛30

Q6｝45124

4i1｝3 17351

2．10

Q．14

Q．08

一 一             ｝                                       一           一 一   一 一 一 一   一 一

@ 1副5214a5   1  1  1．90184．51      4

@ 1詞91誌5   161，513生5    86 6

@   81β11

  一 一ｿ51

S 1

P ・

O．51

Qi

Q5t

一        一

@一
@十
@十
@骨
@〃
@〃

43k9

S4，5〃

S3 〃

S1〃

S0〃

S05〃

（34）  tt9∫ f日 nt  22戯  （♀）  無退職，

初診 昭和12年5月20日．

診噺 左肺上葉昏昏．

家族歴 ナシ，

［ 55 ］
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 既往症 幼年時二肋膜炎．

 現病歴 昨日ヨリ右側胸部瘍痛．咳漱，洋上，微熱

ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左胸肺尖部ヨリ第2月間上書陰窮

像ヲ認メ鎖骨下外側二仏3cm大ノ室洞ヲ認ム．

 ガフキー0號．三ントー氏反慮2x2cm．

 左肺萎縮朕態経過 最初肋膜癒着ナク完全氣胸ナリ

シモ補充9回時二滲出液200cc排除シ氣胸期間ヲ延長

セル爲肺尖部＝肋膜癒着，側面下部二索朕癒着ヲ生ジ

剥離スル目的ノ下二逡氣スレドモ成功セズ．

第34表

 補充7回時頃ヨリ滲出液ヲ見漸次才童シタレドモ

200cc穿刺セル後ハ約1ケ月後ニシテ殆ンド耐雪セラ

レタリ，

 S．R・初メ輕度遅延セルモ肋膜癒着下生セルニ及ピ

異常速進セルラ認ム．

 李年表数 初メ右方後チ左方移動ス．

 白1血球百分率 Nノ滅少L及ビEノ壇加ヲ認ム．

 醒…温終始微熱ヲ訴フ．

 髄：重 2kgノ減少アリ．

 観察期聞 3ケ月途氣二依ル自然剥離不可能，氣胸

療法中止ス．

竹田某；22歳（♀）

S．R N白血球核分葉数
i観察細胞100）

白血球百分i率
@（観察細胞200） 萎縮

日／／月

氣 胸

?数 魯・
P触12佛・ ・国II刈IV図三国LIM｝EIB

一       ｝      一 一

1縮度

  1
�oi

t程膿 重
@ 1

穿刺液

20／5

Q2／6

Q0／7

P8／8

初回前

TN．F

X 〃

P1 〃

15
p18160

1gi451

@ 38

@ 43

@ 90

107

P06

P02

P25

 1R1

Q5

Q0

R2

531141
T8 14 1

U1 17

T2i14
@1

21321  1  iP．87

P．95

Q01
P．87

85，518．5

T5，528．5

T8 34

T5，540
@i

5．515．5 22．5

α5110．562

■一
争?   l

燕ﾟ

35 k9

R5 〃

R5 〃133 〃 200cc

 （35）  橋本菓  29歳  （♀）  無職，

 初診 昭和12年6月5日，

 指紙 左肺上葉浸潤及ピ右側肋膜肥厚．

 家族歴 ナシ．

 既往症 昨年6月右側肋膜炎．

 現病歴 3週間以來咳噺喀疾，輕度ノ盗汗ヲ訴フ，

 初診時理學的所見 左胸上部呼吸音微弱ニシテ中水

泡昔ヲ下熱聴取ス，背部一側ニ一大水泡普ヲ少許聴取

ス，右側下部ハ濁音ヲ呈シ呼吸普微弱ナリ．

 レントゲン所見 左肺尖部ヨリ第3肋間二品ル大理

石三惑ノ軟陰野ニシテ右側ニハ肋膜肥厚ヲ認ム．

 ガフキー5號。マントー氏反鷹2x2Cm．

 左肺萎縮状態経過及ビ反封側新病竈出現 肋膜癒着

ナク完全岸壁ヲ形成シ補充回en 5回ニシテ中等度萎縮

ヲ認メタリ（十十）．其ノ後1ケ月後二反封側鎖骨下二二

浸潤出現ノ爲1ケ月間氣胸ヲ中止シソノ聞浸潤ノ進行

程度ヲ観察スルモ進行ノ瓶｛兄ヲ見ズ．｛乃テ再ピ左側二

氣胸ヲ施行セソトスルニ肺尖部ヨリ癒着ヲ招來シ居り

氣胸中止スルニ至ル．

 S・R・初メ一度ノ渥延ヲ見タルモ反封側二浸潤ノ出

現時圏ハ再ビ速進セリ．

 牛虚血敷 浸潤出現時二左方移動ヲ認引目チ右方再

ビ左方移動セリ．

 白血球百分率 三具ヲ見ズ．

 膣温 氣載量微熱アリタルモ氣雪後ハ李温トナル，

 髄重7kgノ減少ヲ示ス．

 観察期間 5ケ月，咳漱喀疾最後マデ持績ス，喀疾

ハ初等5號ヲ示セドモ申止時ニハ3號トナレリ．

第35表 橋本某29歳 （v？）

日／忌避
／
  月

S． R N・白血球核分葉数
．（観察細胞．100）一一一 翌（毅輔匙避＿屡縮1

回tw・i・ls・［2s・2剣1｛・・｛【lr 1・V｝v灘NILIMIEI・ 朕劇
il擁∵ill
s7 gl g ，i i60

11｝1ほ濫；1

 1   「

鴉ll鵬
  99 ｝130  40

114113S29
・・7：・31131

66

50

52

51

54

2

13

7

19

12

1

1

1

1 1

膿 重

1．70172．5i 25

1．791 60 1 39

1．691 63 134．5

1．921 59．51 32．5

1．851 65．51 23．5

2 0．5

1

05 2
5，5i2．5

  

912
 ト

十

十

十

 49 kg

 48 r1

45 11

 44 ，1
1
142 i，

［ ss ）
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 （36） 金石某 52歳 （♀）商業．

 初診 昭和12年7．月12日，

 診断 右肺浸潤，

 家族歴 昨年子供肺結核ニテ死亡X．

 既往症 ナシ．

 現病歴 先月來食欲不振咳漱喀血ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 右側下部ハ濁音ヲ呈シ該濁十界

二三テ多数ノ中水泡昔ヲ土取ス．

 レントゲン所見 右肺門2六戸部以下全饅軟陰騒士

テ覆ハル．

 ガフキー0號．マントー氏反懸1×2、5cm．

 右下萎縮状態縄過 肺尖部ヨリ第3肋骨側二一ル癒

着ノ爲メ十度以上ノi萎縮ヲ認メズ．

 S・R．萎縮進展ト三二漸次遅延シ申十度二進二至ル

モ後チ再ピ高度二速進セリ．

 干若虫数 斜度ノ右方移動ヲ示セドモ後チ輕度左方

移動ス．

 白血球百分率 Eノ壇加ヲ示ス．

 盟温 氣胸前輕熱アリタルモ数回氣胸後李温トナ

ノレ．

 畳豊重： 2kgノ葺草ヲ認メタリ．

 観察期間 11ケ月，選澤氣胸トシテ現在療法績行申．

第36表金石某52歳（9）
日／ 氣 胸 S．R

N．白血球核分葉数
i観察細胞100）

白 血  二百
i観察細胞200）

分 率
萎 縮

／月 回 数 …12・・124・・ ・！
II 國lvl V 騰 N iL lM！ E iB 駄 態

盟 重

13／7 初回騎  E
W0［122 1 135 24 62 11 3 1．93 74 23 2．5 0．5

『 37kg
10／8

V／9

4N．F

W 〃

58．88@i50187 1
120

P20

20

P9

52

T1

20

Q7

63 2 2．18

Q．14

66

U3

20

R1

8α5 65．5 十〃 37〃

R7〃
6／10 11 〃 42178

@1
124 20 50 22 6 2 2．20 69 11 10 10 〃 38〃

4／11 15 〃 35 69 ｝ 118 18 52 27 3 2．15 6＆5 225 4．5 4．5 〃 38〃
1／12

P3／1

19 〃

Q5 〃

30 P6315135 114

P10

19

P4

50

T3

26

Q7

56 2．17

Q．25

68

U5

22．5

Q7

345 6．5

R．5

〃〃 39〃

R8汐

9／2 29 〃  1Q3降5 113 13 61 20 6 2．19 72 20 6 2 〃 38〃

2／3 32 〃  1U0195 128 〃 36．5〃

6／4 35 〃
6019頃 135 〃 35．5〃

7／5 38 〃
42 78 「 130 〃 36．5〃

9／6 41 〃
96 131 1 140 25 53 18 4 2．01 〃 35〃

（37） 東野某 23歳 （δ） 商業，

初診 昭和12年10月13目．

診断 右側肺門結核．

第37表

     家族歴 妹14年前肺結核ニテ死亡，母腹膜炎死亡．

     二丁症 18歳ノ時頸部淋巴腺炎．

     現病歴 9月20日風邪二罹患セシヨリ38。C位ノ輕

東野某23歳（♀）
 5
^ヒ氣胸 S．R

N．

（観察細胞100）
白血球核分葉敷 白血球百分置

@（観察細胞200） 萎縮
／月 回 激 玉q  ヒQst

 一    一

P24st ・国III國v騰 穐N 1

・、lM ｝曲
    膣航態i 重

26／1・｝

2NF 58 91 125 32 58 10 1．78 89 4 4 3
一
144kg

30／111 7 〃 11 30 100 十
143，

21／121死10 〃 10 30 88 25 52 23 L98 73 2L5 5 0．5 42〃

19／1 14 〃 3 26 99 21 52 25 2 2．08 75 13 6．5 5．5 〃 41〃

9／2 17 〃 25 45 102 〃 41〃

1／3 20 〃 29 57 113 35 50 13 2 1．82 82 12 1 5 粁 41〃

6／4 25 〃 54 93 122 〃 39〃

3／5 ［26” 32 60 105 33 57 19 1 1．78 61 32．5 2．5 4 1 ” 38〃

［ 57 ］
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熱ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 右肺門部ハ巾3cm長サ4cm大二

増大シ肺内二浸入セル索状浸潤増強ス．

 ガフキー一・ O em．マントー氏反懸■2x1・5cm．

 右肺萎縮状態経過 右肺尖部ヨリ第2肋骨外端二及

ブ潮騒ノ爲メ完全氣胸ヲ形成セズ．

 補充同轍20回ニシテ肺門部ヲ基鮎トスル踊形二萎縮

ス．

 S．R．初メ正数常マデ逞莚スレドモ後チ速進ス．

 平均核数 初メ右方後チ左方移動ス．

 白血球百分率 Nノ減少，Lノ壌加ヲ示ス．

 匿沼 卒温。

 三重6kgノ減少ヲ示ス．

 観察期間 7ケ月，選澤氣胸トシテ現在氣胸綴最中．

   第4節反封側新船竈ノ出現及ビ

      反心側ノ増悪ヲ見シ例

 （38）葛葉某 21歳 （♀）農業．

 初診 昭和11年7月11日．

 診働 右肺上葉浸潤．

 家族歴，既往歴 共ニナシ，

 現病歴 最近盟動ニヨリテ熱感アリ食欲不振，喀疾

咳噺睡眠障害ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 右肺上葉二小本泡吾ヲ鼠取ス．

 レントゲン所見 右側鎖骨部二當リ径4cm大ノ室洞

ナラビニソノ直下部二右側肺門上部二連覇ヲ有スル軟

世嗣ヲ認ム．

 ガフキー0號．マントー氏反当12×3cm．

 右肺萎縮賦態経過及ピ反封側無病竈ノ出現時期 肋

膜癒着ナク完全氣胸ヲ形成シ補充回数13回ニシテ極度

二萎縮セラル（鼎）．16回補充時二左門上葉二浸潤出現

ニヨリ氣胸ヲ中止セリ．

 S ・R・萎縮進展二反シ高度二速進セルモ後チ渥延ス．

 李非核数 初メ右方後チ左方移動ス．

 白血1球百分率 著攣ナシ．

 髄温 常二微熱ヲ訴フ。

 盤上 3kgノ滅少ヲ示ス．

 襯察期間 6ケ月，主訴ハ消樋セ：ズ．

第38表葛葉某21歳（♀）
日／隊
   黒胸1／月i回釧ゆ2姐    一             一    一  一

S．R

@一

：N．

@一               一      ■

? 一

白血球核分葉数
i観察細炮100｝＿一

@  『    ｝

・囲型・vlv騰N国MiErB
白血球百分率i観察細胞200）     一     一                一

一 『        一  

萎縮1    燈 重状 態

713／ i初回前 43 73 116
一 『   皿            一  一          一

一  一      一 一   一    一     一  一                        一  一   一      一    一

g141・g
15／8 5N．F 53 71 100 45

40115 E
1．70 70．5 27．5

1i1 し

田1425”
12／9 9 〃 92 125 132 31

53114 1

2 L87 64．5 29．5 5引0．5 1 1 十督  140．5〃

12／10 13 〃 22 44 23
62115 i

1．92 66 27 5｝2 1冊139“
12／11 16 〃 20  1R8 97 33 48i19 1．86 72．5 21 馴・   〃   38〃L     i

19／1 （一） 21 41 106 48 38 12 2 1．68 83．5 14．5 2 ； i什 137〃
16／2 （一） 27160 し 116 45 42 12 1 1 1．69 79．5 16 3．5 1 1＋i38〃

 （39）高山帯 26歳 （δ）外道員．

 初診 昭和11年8月22日，

 診鰍 左肺上葉浸潤．

 家族歴 父肋膜炎二罹患ス．

 既往症 ナシ．

 現病歴 数日來咳漱及ビ建屋アリ昨目1回喀li11セリ

ト，

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左肺上野ハ大理石紋様ノ軟陰箋ニ

テ覆ハル．              ・

 ガフキーe號，マントー氏反懸3x5cm，

 左肺萎縮状態経過及ピ反動側新病竃出現時期 肋膜

癒着ナク完全氣胸ヲ形成スレドモ申等度ノ萎縮以上ノ

氣胸ヲ望ミ得ズ．頗ル良好ナル縄過ヲ辿りシ1例ナル

モ約し5年綴績後二反浅側鎖骨下二浸澗出現シ左側氣

胸ヲ中止シ細心ノ注意ノ下二右側氣胸紐行中．

 S．R・著シキ遅延ヲ示シ正常敷トシテ経過ス．

 牛均核膜 右方移動ヲ示シ後チ少シク左方移動セリ

 自血球百分率 著攣ヲ見ズ，

 軽羅 ZF温．

 髄：重4kg増加ヲ示ス．

 観察期間 16ケ月．

［ 58 ］
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第39表 高山某39凝（♂）

日／氣胸
／月回va

S． R N．白血球核分葉数
「観察細胞100）

白血球百分率
 （観察細胞2CO）

緬痢・」1・lilillvlV齪璽IL M国B
萎 縮
    饅 重
状 態

1／9 1NF 50 82 116 60 34 5 11・ 1．47 70 12 8 10 52k疽

29／9 5 〃 18 35 86 45 38 15 2 10 1．74 72．5 1L5 6 10 十 54 〃

27／10 9 〃 8 22 77 29 39 22 1010 2．13 83．5 7．5 3 6 十 56〃
26／11 13 〃 3 7 54 30 59 10 1 10 L82 75 14 5 6 十 56〃
17／12 16 〃 4 11 59 21 50 24

  3

T｝o 2．13 78 14．5 0 7．5 十十 56．5〃

13／1 19 〃 1 3 29 15 42 35 7 1 2．37 67．5 23．5
F

9 〃 57〃

9／2 23 〃 2 5！ 49 20 47 29 4 0 2．17 78 12 1．5 8．5 〃 565〃

10／3 27 〃 2 5 i44 25 60 14 1 10 1．91 765 14。5： 9 〃 56〃

7／4 29 〃 3 81 58 19 63 16 2  0 2．01 43．5
   1
T1．51 1 5 〃 56．5〃

5／5 33 〃 5 121 68 23 55 22
  10 10

1．99
671
1引
61
13 ’ノ 57 〃

1／6 36 〃 4 10 65 18 56 24 2 0 2．1C 75 7．5  1 5 12．5 〃 56．5〃

2／7 39 〃 9 22 70 23 61 16 0 ：0 1．93 76 9 1 3 12 〃 57．5〃

3／8 42 〃 5 15 63 29 46 23 2  0 L98 581 17｛
1 「

124 ノノ 56〃

3／9 45 〃 1 8 60 33 54 12 1 0 1・811

  ｝75  ！

12 4 〃 56〃
5／10 84 〃 2 9 51 1 ；  F

1

26／11 53 〃 2 4 45 1 ■
16／12 55 〃 2 9 48 23 47 28 2 0

   …

Q，091
@  ［

59i  l 34i 2 i5
一 56〃

 （40）石橋某 16歳 （6）學生．

 初診 昭和11年9，月4日．

 診噺 肺浸潤．（左肺偏側氣胸）

 家族歴 姉妹結核二罹患中．

 既往症 ナシ．

 現病歴 本年4月右肺尖結核ノ診断ヲ受ケ盗汗ヲ訴

フ．

 初診時理學的所見爾側肺尖部濁昔ヲ呈シ左側肺尖

部ヨリ第3肋間迄中水泡音少許聴取ス．

 レントゲン所見 左下中野二於テ懸雲上ノ軟陰甥ア

リ．右肺二上テハ鎖骨下二小ナル索朕陰蛾アリ．

 ガフキー0號．マントー氏弓懸2×3Cm．

 左肺萎縮賦態経過及ピ一封側増悪経過 左肺肋膜癒

着ナク完全下血ヲ形成ス，補充18回時二極度二萎縮

ス．補充回鞍25回時頃二甘酒ノ船寺増大ノ勢ヒヲ示シ

中野ヨリ肺尖部；亘り大理石引込ノ陰鵬ニテ覆ハル，

コノ陰窮ハ其ノ後ノ非常二注意深キ氣胸績行中二漸次

吸牧サレ補充33回時ニハ再ビ剛志陰第トナリ補充44回

時ニハ殆ソド吸牧サレタリ．

 S．R．最初萎縮進展ニー致シ涯延正常数ヲ示ス田町

レドモ，右肺ノ浸潤増大ノ勢ヒヲ示スニ及ビ：再ピ速進

ノ傾向ヲ示シ浸澗吸牧経過ト共二再ビ遅延シ浸潤ノ出

現浦裾及ピ左肺萎縮肌態トヨクー致セリ．

 土均忌数 左肺萎縮進展及ビ浸潤出現消裾ト並行シ

最初右方移動ヨリ左方移動二轄ジ後チ再ビ右方移動セ

リ．

 白血球百分率 著攣ナシ．

 膿温 π～温．

 艦重6k9ノ増加ヲ示ス．

 観察期間 15ケ月現在長ホ愼重ナル注意ノモトニ氣

胸始部中．

 （41） 南菓 14歳 （δ） 學生，

 初診 昭和11年9，月25日．

 診断 左側肺門結核．

 家族歴，既往症共ニナシ．

 現病歴 数日來全身倦怠感，食欲不振ヲ訴フ，

 初診時理學的所見 ナシ．

 レントゲン所見 左圓肺門部ハ胡桃大二増大シ三内

二向ツテ歎條ノ索賦陰i箔増強ス．

 ガフキーG號．マントー氏反態3・5x1・5cm．

 左肺萎縮引引経過及ビ滲出液経過 肋膜癒着ナク完

全氣胸ヲ形威シ補充回tw 5回ニテ既二高度二i萎縮ス．

サレド氣胸施行後ヨリ滲出液ノ出現ヲ見，第5回補充

時二最高左註中央部2横指下上三三ス（柵）．コノ滲出

液ハ其ノ後吸牧サレ12回補充時ニハ全ク消罷ス．

 22回補充時ニハ反封側二瀦溜液少許認メ叉一般状態

C 59 ］
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第40表 石橋某16歳（♂）
日 ／  ／

氣胸 S．R
：N．

（観察細胞100）
白血球核分葉敏 白 血  球百

i観察細胞200）
分 率
萎縮

／／月

回数
一 一
P・
曹Q・・
24st 1 ・・ PII〔1 Iv V 騰 NI Ll Ml El B 状 態

燈 重

21／9 1NF 52 74 132 53 37 9 1 1．5869．5 26 3 1 0．5
一 34kg

27／10 6 〃 17 54 119 26 52 21 1 L97 645 17．5 8．5 9．5 督 33〃
24／11 10 〃 5 10 84 22 47 27 4 2．13 67．5 21．5 5．5 5．5 柵 35〃
22／12 14 〃 3 6 63 17 50 28 3 2 2．23 72 17．5 4 6．5 柵 35〃

22／1 18 〃 2 5 35 19 44 30 6 1 2．26 68 24 2．5 5．5 柵 35〃

2／3 21 〃 6 15 ’91 22 56 20 2 2．02 71 16．5 6 6．5 〃 36〃

8／4 23 〃 5 17 100 19 54 24 3 2．11 71 16 9．5 3．5 〃 36〃

5／5 25 〃 25 49 110 20 57 23 2．03 75．5 18 4．5 2．0 柵 37〃

3／6 27 〃 23 52 109 30 56 13 1 1．85 74．5 14．5 1α5 0．5 甘 37 〃

8／7 30 〃 35 64 115 24 62 ユ2 2 1．92 625 ユ8 14 5．5 十 37 〃

10／8 33 〃 23 45 103 26 58 15 1 1．91 76．5 13 2 8．5 特 38〃

14／9 36 〃 20 45 95 28 58 13 1 1．87 60．5 17．5 14．5 7．5 什 38〃
5／10 38 〃 25 43 102 15 61 21 2 1 2．13 57．5 23 13．5 6 什 40〃
6／11 41 〃 16 41 111 20 63 14 3 2．00 70 18 9 3 什 39〃
7／12 44 〃 9 32 96 22 55 20 3 66 21．5 10 2．5 冊 40〃

ヲモ考慮シ以後氣胸ヲ中止ス．

S．R．萎縮進展二反シ蝉声セリ．

平均核轍：右方移動セルモ後チ左方移動ス．

白血球百分率：Nノ増加Lノ些少ヲ認ム，

 翻察期間 6ケ月コノ患者ハ終始輕熱持績シ盟重叉

減少氣胸開始後10ケ月ニシテ肺症賦増悪，腹膜炎ヲ併

護シ死亡ス．

第41表 南某14歳（s）

         s・ R N耀播織騨 噛編2盆）側目／氣胸、

／月回鋤飢1坤妬・・1・II・・［司V腰NLMEiB
萎 縮     浸 出
    腿 璽
状 態        液程度

28／9 初回前 48
r｝83
122 64 28 8 1．44 31 69

一 33．5kg
一

30／10 5NF
  i
S9 81 123 48 45 7 39．5 47 3．5 10 柵 34 〃 什

26／11 9 〃 47 83 127 41 55 4 1．63 62 32 2 4 柵 33〃 十

17／12 12 〃 49 90 126 35 54 11 L76 65 23 10 2 柵 33 〃
一

14／1 15 〃 68 99 130 32 59 9 1．77 68．5 27．5 2 2 〃 32 〃
一

19／2 20 〃 58 105 130 37 47 15 1 1．80 62．5 29 5．5 3 〃 30．5〃
一

11／3 22 〃 87 113 133 60 35 15 1 1．45 56・5i 32．5 7 4 〃 30〃 一

 （42） 池本某25歳 （6）農業．

 初診 昭和11年11月13日，

 診噺 肺浸潤．（右肺偏七賢胸）

 家族歴，既往症 共ニナシ．

 現病歴 1年前二喀血アリタリト．

 初診時三山的所見 右側肺尖部濁音ヲ呈シ該濁音界

及ビ第5肋間マデ小水泡音ヲ聴取ス．

 レントゲン所見 右肺ハ全葉懸雲欣ノ軟陰騎ヲ以テ

春暁レ鎖骨基部二径4cm大ノ境界不鮮明ノ室洞ヲ有

ス．左肺ハ中野二於テ2鋒銅貨大ノ三十ヲ有ス．

 ガフキー5號．vン1一貰下懸2×2Cm．

 右肺萎縮状態経過及ビ反封側増悪時期 肺尖部ヨリ

第2肋骨外廓二及ブ高度ノ癒着ノ爲完全氣胸ヲ形成シ

得ズ．肺門部ヲ基黙トスル扇形二萎縮ス．二二ニョル

自然剥離不能ナリ．補充回数45回時頃ヨリ反封側浸潤

再撚増悪スルニ及ビ氣胸中止ス，

［ oo ］
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E．R・初頸紙や良好ナレドモ，後チ速進ス．

；雫均核力 輕度右方移動シ後チ左方移動ス．

白血球百分傘 著攣ヲ非望ズ，

費豊温 常二微熱ヲ訴フ．

 盟重最初ヨリ難9減少ス．

 襯察期間 13ケ月，ガプキー0號トナレドモー般賦

態悪化セリ，

第42表 池本某25歳（6）
日

氣 胸 s．R
N．

（観察細胞
自血球核分葉激

100）

白 血  球百
i襯宛細胞200）

分 率
萎 縮 1

月
回 激

…｝2・・124・・1 ・｝
H 國 Iv V 騰1 ：N

II’

図 ：B 状 態1
膿 重
P

r    一 一    一

一一 @一 ｝  一 『 一 ＿  ＿

17／11 初回前 40 78 124 37 43 17 3 1．86 82．5 12．5 4 1
一

一54kg

8／12 4NF 20 50 115 27 55 12 6 L97 70．5 17．5 6．5 5．5 十 56〃
13／1 9 〃 30 56 114 29 60 10 1 1．83 82．5 13 2 2 0．5 十 56．5〃

16／2

P0／3

Q0／4

14 〃

P7 〃

Q0 〃

30

P5

R3

52

R7

U6

110

P09

P17

20
Q5i  1251

65

U3

T6

10

P1

P8

411 1 2．0］

P．88

P．95

89．5

W7．5

W4．5

46．55．5 237．5 4．5

R25

十什什 55 〃

T5〃

T6〃
i3／5 23 〃 32 61 108 39「

151
7 3 1．74 79 12 5．5 3．5 〃 55 〃

9／6 26 〃 27 56 107 39 48，   11 2 1．76 77 12．51ト6．5 4 〃 55〃
8／7 30 〃 45 78 110 40 421 12 4 2 1．85 79 20 0．5 0．5 〃 54 〃

1

12／8

P4／9

34 〃

R8 〃

43｝
@ 1471  1
69

W0

101

P15

32
Q8  i

60
T81  1

812

2

1．76

P．88

75

W8

20

U 4

52 〃〃 50〃

S8〃
26／10 42 〃 42ト 79 122 32i 60 16 2 工．78 78 2 20 〃 46〃

r 1

26／11 45 〃 55 83 120 f

15／12 47 〃 76 110 129 30
i55｝
12 2 11 1．89 77 7 6 10   〃

､

47〃

 （43） 丸山某 22歳 （3） 通信業，

 初診 昭和12年2月4日．

 診断 左肺上葉浸潤．

 家族歴噛既往症 共ニナシ．

 現病歴 数日來三才ヲ訴フ．

 初診時理學的所見 左側肺尖部ヨリ鎖骨下迄濁吾ヲ

呈シ呼吸音弱小水泡音少許六一ス，

 レントゲン所見 左肺上葉ハ構造少ナキ氣管枝肺炎

檬陰馨ニテ覆ハル．

 ガフキー0號。マントー氏反懸2×2．5cm．

 左肺萎縮朕態四過及ビ反封側新卒竈出現時期 肋膜

癒着ナク完全氣胸ヲ形成ス，補充4回ニテ申等度（甘），

10回ニテ高度二萎縮ス（柵）．補充4回時ヨリ二重1／3

二瀦溜液ヲ認メタルモ約2ケ月ニテ全ク三二サル．補

充23回時頃ヨリ反i封側上葉二士陰窮出現，増大ノ勢ヒ

ヲ示ス傾向アルヲ以テ氣胸中止セリ．

 S・R・萎縮進展二反シ速進セリ．李牛肉激左方移動

ス．

第43表 丸山某22歳（6）
／1即興 S．R

：N．自血球核分葉藪

i観察細胞100）
白（血球百分ﾏ察細胞200）率 圏滲出

／二陣数 略・｝2恥・ ・II・III工國v騰
1N国M回B鰭度

液程 髄 重

5／2｝
初回前 19！52 114 20 63 1611 1．98 69 26 3 2

一 一 44kg

2／3 4N．F 18 47 1ユO 22 62 15 1 1．95 72 18．5 7 2．5 什 什 42．5〃

7／4 7 〃 27 60 113 29 58 13 1．84 82．51％ 6 2 什 十 41〃

4／5 10 〃 7 21 74 18 62 15 5 2．07 745 7 16．5 2 柵 一 40〃

2／6 14 〃 53 85 123 24 7G 6 0 1．82 87．5 ＆5 2 2 柵 一 41〃

7／7 19 〃 54 90 125 33 56 10 1 1．79 82．5 15．5 1 1 冊 39〃

7／8 123” 74 107 130 36 57 7 1．71 67 3α5 2 α5 州一 35〃

［ di ］
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白血球百分i率 Nノ二士Lノ減少ヲ認ム。

一山 常二攣動輕熱及ビ高熱ヲ上下ス．

一重 異常減少．9kgノ減少ヲ示ス．

観察期間 6ケ月．

（44）石橋菓 14歳 （♀）學童．

初診 昭和12年3月29日．

診断 左肺上葉浸潤．

家族歴 兄肺結核二罹患中．

既往症 ナシ．

現病歴 健康診断ヲ希望シ，食欲不振，咳漱アリ．

初診時理學的所見ナシ．

レントゲン所見 左肺鎖骨直下二於ケル征3cm大ノ

略ポ二形ノ軟陰騒ナリ．

 ガフキーO腰，マントー氏弓懸2x2cm．

 左肺萎縮駄態経過及ビ反回側新病竈出現時期 肋膜

癒着ナク完歪氣胸ヲ形成シ補充注入14回時二高度二萎

縮ス．補充21回時ヨリ右側肺門部二接シ軟船庫出現ス

ルニ及ピ左側氣胸中止ス．

 S，R．及ピ平均核激 初メ良好二向ヘドモ再ビ速進及

ビ左方移動ス．

 白血球百分率 著攣ナシ，

 燈温 不温．

 腿重3kgノ減少ヲ示ス．

 観察期間 5ケ月．

第44表  石 橋 某 14歳 （♀）

日／氣 胸1
一＿L＿SR N q購旛轡 白（血1球百分

ﾏ察細胞200）牽萎縮一一一 一一  一一一一一 一一一一1

／月 回 激
   一                  一

aE ~・12剣 ・い1下丘一 ・v撃俣ｫN国M1曲腿態
盟 重

2／4

T／5

R／6

P4／7

P0／8

X／9

初回前

TN．F

X 〃

P4 〃

P8 〃   1

Q2 〃   レ

38

R6

S0

奄T01

95111863197 レ  77  66  68  82

125

P24

P13

P07

P12

P20

30

Q8

Q2

P5

  65｝4・｝  62［10、 …  60h31411   i  70旨412216・1・7

｝11

@1

瀦膿i92。217諭518135

ﾓ面51、エ9716a聯51α5125

一什督柵1〃 i〃1 34k9
R5．5〃

R5〃
R2．5〃

R2〃

R1〃

 （45）金森某 23歳 （♂）職工．

 初診 昭和12年8月12日．

 診鰍 右下上葉浸潤．

 家族歴，既往症共ニナシ．

 現病歴 1ケ月來咳轍，喀疾．

 初診時理學的所見 右肺尖部濁苦ヲ呈シ呼吸晋微弱

ナリ．

 レントゲン所見右肺尖部ヨリ第3肋間二亘ル懸雲

状ノ軟陰騎ニシテ鎖骨下外側二径5cm大ノ昼洞ヲ認

ム．左側二異賦ナシ，

 ガフキー10號，マントー氏反慮1．8 x 1．8cm．

 右下萎縮状態及ビ反射丁丁病竈出現時期 肺尖部二

糊伏癒着アル爲，不完全氣胸ヲ形成シ補売回数17回二

及ベドモ，中等度萎縮ナリ．逸氣ニヨル自然剥離不

能．23回補充時頃ヨリ反封側上葉a浸潤ヲ生ジ進行ノ

傾向ヲ示セルラ以テ氣胸25回ニシテ中止セリ，

第；45表    金  森  某  23歳  （6）

日 魔
   …

 且
i4／ sl

  丹副 s・R

回釧臓1一一

N．白血球核分葉鐵
（醗祭縦餌ρP＞ 1白（血球百分ﾏ察細胞200）㌔萎

15／ 9

5／10

2／11

8／12

13／ 1

2s・24・・ 1・・1國IV図穫当国・一M国・
  縮I
   I盟 重
肌 態1

初回薗

5N．F

8 t1

12 1／

17 t1

22 n
s／ 21 2s t／

49

43

28

26

20

19

86

79

57

125

123

111
  
601115
46 1115

40 Ilos

i i9 ii 50
114

22

21

19

10

14

24

21

i6・1・・

61i16
  く
i 54 1 23

「66

es

63

73

1 23

16

11

 4

3

2

4

1

2

2

2

i1．95i 82

i1．9977
12．121 S9．5

12，15i 69．5

   
2 061 70・5

’1．9五79

1．87a 66．5

9

1！5

26

25．5

21

18

7

4．5

6．5

3

4．5

2

7

8

2

引
3

21．s ?g．sl 251

十

十

十

甘

lf

m

51，5 kg

51 t1

5 1 tt

Jr 2 n

50 t1

4g．or tf

49 ti

［ 62 ］
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 S・R・萎縮進展ト共二遅延セリ，23回時頃ニハ反封

側新病竈ノ出現増大ニモ拘ラズS．R．ハ未ダ影響ヲ蒙

ムラザルが如シ．

 1雫均核数初山r右方，三二側新旧竈ノ出現ニツレ左

方移動ス．

 白血球百分率 Nノ減少Lノ壇加ヲ認ム．

 尊意 一定セズ微熱或ハ輕熱ヲ訴フ．

 髄重 51．5kgヨリ49kgトナリ2．5kgノ減少アリ．

 観察期間 6ケ月，血胸療法ニヨルモ長期間二咳漱

ヲ訴ヘタリ，喀疾ハ最初10號ヲ示セドモ衣回ニハ3

號，数回氣胸後結核菌ヲ叢見シ得ズ．反封側新病竈ノ

出現ト三二氣胸療法中止ス。

第3章総括並；考按

 肺結核：＝於ケルS。R．ノ速進及ビ卒均核籔ノ

左方移動が肺組織ノ崩壊二依ル第2次的＝reル

身艦ノ諸壁子中血液ノ諸攣化（S．R．二就イテ云

ヘバ從來唱ヘラレタル血漿内「アルブミン」ノ減

少，「グロブリン」「フtブリノ・一一 tiン」ノ」曾加

（大谷c16）， Starlinger㈹），血漿表面張力ノ減少

（Sachs u Oettingen〈57）），赤」血球陰性荷電量減少

（H6ber（57）Fiihraeus u． Li・・enmye・（57））等，卒均

事事高距イテ云ヘバ成熟セル多核性白血球σII，

IV， V型）ノ減少シ幼若ナル1型及ビII型ノ増

加）＝基因スルモノトスレバS．R．及ビ卒均寝敷

が正常数二近ヅキ得ル可能率ハ人工氣翻転依り

如何ナル程度二罹患肺ノ組織崩壊ヲ防止シ居ル

カ換言スレバ完全氣胸力不完全氣胸カニ依リ決

定セラル・モノト考ヘラレ合併症ナク有効適切

ナル完全氣胸が形成セラレタル場合二於テハS．

R．及ビ平均加数側屈＝正常聴聞接近シ得ルモ

ノト推考シ得ペシ．Vliツテ余齢数二實験例ヲ既

述ノ如ク4大別シ各々ノ場合二幅イテS．R．及

ビ『二均豪彊ヲ主眼トシ総括並二考按セントス．

 1）良好ナル維過ヲ辿りシ例23例

  A） （第46表ヨ参照）

 S．R．正常撒マデ邊延シ：融融核藪著シク右方移

動シ，艦重増加セルモノ（但シ表番號（13）（14）ハ

減少セリ）ヲ包含セリ．

 1）萎縮瓶態トS．R．1・ノ關係

 萎縮丁丁（十）二三テ正常S．R．

       ヲ示ス＝至レルモノ1例

11

il

（H）二於テ正常S．R．

  ヲ示ス＝至レルモノ3例

（柵）二審テ正常S．R．

  ヲ示スニ至レルモノ9例

 ”   （柵）二於テ正常S．R．

       ヲ示スニ至レルモノ1例

 EPチ有効適切ナル完至：氣胸＝於テS．R．ガ正

常藪：ヲ示ス＝至レル率ハ余ノ實験例二於テ萎縮

欺態（柵）二於テ最高ニシテ（H）之二績キ（＋）

（儲）ノ順ナリ．

 2）萎縮状態ト李均月数トノ關係

 萎縮布衣ト和並行シテ李愚痴数ハ漸次右方移

動セリ．

 3）萎縮歌態ト虫押トノ關係

 （1）（13）（14）ヲ除キ最高9kg（11）最低0．5kg

（22＞ヲ増加セリ．

  B） （第斗7表参照）     ’

lS．R．輕度盛延シ平均核藪著シク右方移動シ，

禮重心増加セルモノ1例，不墾ヲ示スモノ2

例，減少セルモノ2例ヲ包含セリ．

 1）萎縮欺態トS．R．トノ關係

 萎縮状態（什）二於テ輕度ノ遅延ヲ

           示スニ至レルモノ2例

 tl   （冊）二於テ輕度ノ遅延ヲ

           示スニ至レルモノ3例

 2）萎縮歌態ト逸書核：敷トノ關係

 萎縮状態ト相並行シテ雫均核藪ハ右方移動セ

リ。

 3）萎縮状態ト罷重トノ關係

 （8）ハ増加，（12）（17）ハ不蟹，（3）〈15）ハ減

少セリ．

  C）  （第48表参1照）

 S．R．ハ最初ヨリ正常激ヲ示シ準均品数右方移

動シ（内，1例ハ不攣ヲ含ム）心乱ハ増加セルモ

ノ3例，不払ナルモノ1・例ヲ包含ス．

 1）萎縮歌態トS．R．トノ關係

［ 63 ）
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最初ヨリ正常数ヲ示スガ二二著明ナル訓化ハ

ナキモi萎縮二依り多少遅延セリ．

 2）萎縮千態ト卒均平倉トノ關係

 （10）ノ不攣ヲ除キ敦レモ右方移動セリ，

 3＞萎縮歌態ト艦重トノ關係

 （10）ノ不転ヲ除キ敦レモ増加セリ．

良好・ナル維過ヲ辿りシ例ノ総括

 1）S．R．敦レモ逞延セリ．

 2）痛刻核数 （10）ノ不壁ヲ除キ敦レモ右方

移動セリ．

 3）至重 （1）（12）（17）（10）ハ不1攣，（13）

（14）（3）（15）ハ減少，残ル15例ハ敦レモ増加セ

リ．

4）白血球百分率

    pabnセルモノ2例（1 ）（19）・

N細胞 P蝕ルモ・8例躍l！l躍1．

…㍑＝：：1：雛il｝811隅

M細胞aFニニ瑠：謬：

…撒：1：：灘∵）（11）

 著攣ナカリシモノハ（3）（4）（6×7）（8）（9）（17）

（18）（20）（23）ノ10例ナリキ．

第46表
氣 胸 前 氣 胸 骨

1表番號
S． R 丁田

   腿 重
核激

S． R

ist 1 2st 1 24st ist 1 2st 1 24st

李均     万民 萎縮
   饅 重
核数       回数 朕態

（4） 54 83 115 L81 52k8 5 25 92 2．30 54kg 22 （＋）

（18） 48 77 123 2．00 41 〃 2 8 60 2．32 43．5〃 13 （督）

（21） 45 75 123 2．06 57 〃 9 24 78 2．17 58，5〃 11 （〃）

（22） 78 112 135 1．82    1 51．5〃 6 24 87 2．14 52 〃 20 （〃）

（1） 28 55 93 1，921 46 〃 5 13 74 2．33 46 〃 17 （柵）

（2） 63 82 121
    11．60

40 〃 7 20 79 2．24 43 〃 28 （〃）

（6） 53 79 エ14
1，53｝    1

43 〃 3 9 54 227 44 〃 20 （〃）

（7） 35 60 112 1，931 48．5〃 7 26 99 2．15 54 〃 45 （〃）

（11） 22 47 103
    11．89

49 〃 3 12 88 2．27 i58〃 39 （〃）

（13） 18 38 104 1．80 50．5〃 4 12 70 2．14 44．5〃 32 （〃）

（14） 50 99 147 1．75 56 〃 9 28 112 2．12 54 〃 9 （〃）

（19） 25 49 100 2．08 41 〃 5 12 75 2．25 45．5〃 22 （〃）

（23） 66 106 129 2．00 44．5〃 5 28 98 2．10 45．5〃 14 （〃）

（20） 57 91 126 1・771 50 〃 6 18 68 223 52 〃 23 （冊）

第47表
iI表番號 氣    胸   前 氣    胸    後

姓 S．R

一      『 一     〒       一            一

1氣胸

b・1偽引2舶・

亭均

j数
盟 重
   S．R
?奄争鼡oゼ「を廓・一

李均

j数
燈 重

回数

山 田

ﾀ 村

?田

ﾋ 川

z 島

1晋；i27

i15）

i17）｝

（8）130／6・       54   65  101

@  881120
@  18 252

h15
@119

@133

@137

@931

1．72

Q．00
P訓1．66L99

39kg
S5 〃

T0．5〃

T0．5〃

T9．5〃

20

P6

Q7

R6

X

53

T0

T0

U7

Q8

115

P06

P20

P12

X5

2．18

Q．13

Q．19

Q．18

Q．14

42kg
S5 〃

S8 〃

S8 〃

T9．5〃

．22

@5
@17
@14
@22

萎縮

朕態

（暑）

（ t／ ）

（柵

（’t）

（ tl ）

［ 64 ］
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第48表
氣 胸 前 氣 胸 後

姓 表番號 S．R 李下 S．R 李均 氣胸 萎縮

お・ P塾q 24st 核数 鐙 重 お・ P2st 12“・ 核激 燈 重 回数 状態
吉 島 （10） 3 7 56 2．25 54kg 3 8 60 2．25 54kg 17 （＋）

（16） 2 5 44 2．15 52 〃 1 3 20 2．28 56．5〃 31 （柵）

今 井 （5） 6 18 68 1．94 55 〃 3 7 55 2．36 59 〃 25 （冊）

門 村 （9） 8 1 21 78 225 50 〃 5 15 47 2．28 54 〃 49 （〃〕

 2）考慮スベキ滲出液ノ足溜ヲ見シ例 7例

 人工氣胸ノ際二於ケル滲出液ノ畿生ハ：Bur’

rel】（45）309例中128例（42％）， Riviere㈹50％，

Saugmal、（45）67、2％， Weinstein㈹70％， Rist及ピ

Naveau〈“5） 52，％， Brauns〈4’” 5％， James〈46） 40％

二於テ之ヲ見ルト記載シRosenthal㈹ハ自己ノ

経験ヨリ滲出液ヲ3大別シソノ瓜生率ヲ次ノ如

ク表ハセリ．

   Artificial Pneumothorax 54Cases．

      ．no Effusion 13（24e／，）

     一small E， 25（460／o）
     Xx
      ”xlarger E． 16（29a／o）

 Mandl（23）ハ0－70％二動揺スト述べ230例ノ

中58例（25％），Cooper及ビStallings（46）ハ46％，

CekalovC47） 21．8％， Zinn u． Geppert〈5） 22％， Eps・

tein㈹27，小川（49） 43．5％， Schneider（21）28％二於

テソレゾレ滲出液ヲ経験シテヰル．

 Tallyai R6th｛50）ハ滲出液ヲ3群二分カチ第1

群ニハ邊縁滲出液，第2群ニハ横隔膜上1－2

横指白白セル時，第3一蹉ニ一宇2群以上ノ滲出

液ノ瀦溜ヲ來セル時ト徹シ171例二於テ3ケ月

以上入工氣胸ヲ施行セル場合ニハ第1群＝於テ

ノ、44．4％， 第2群10．5％， 第3群…7。6％， 3ぐ31

例二丁テ3ケ月以内人工丁丁ヲ：施行セル場合ニ

ハ第1群19．3％，第2群19．3％，第3群6．4％

ニテアリシト．之ヲ以テ見ルニ滲出液ノ二二頻

度ハ入工氣胸期間ノ長イ程帥チ一階期間ノ長キ

程大トナルト述べテヰル．

 余ノ場合二於テハ邊縁滲出液ヲ加フル時ハ優

＝90％＝於テ維験セルモ斯カル程度ノ滲出液ハ

考慮スベキ部類二属セズ比較的短時日＝シテ清

裾スベキ性質ヲ有ス．諸家ノ成績滞留ノ邊縁滲

出液ヲ加算セシや否やニ依ツテ著シキ攣動ヲ來

セシモノト信ズ．

 故二若シ考慮スペキ滲出液ヲ肺野下狛以上二

瀦溜セシ場合ト嘉定スレバ余ノ實験二於テハ45

例中11例（24．4％）二面テ維験セリ．

 今鼓二斯カル考慮スベキ滲出液ノ瀦溜がS．R．

李均音数，油島，白血球百分率二如何二影響セ

シカ叉萎縮状態が如何ナル程度ノ時考慮スベキ

滲出液ノ瀦溜ヲ経験セルカヲ縷述セントス．

 1）滲出液トS．R．トノ關係（第2節實験成績

表（24＞一（30）参」1ξ0

 （24）一様萎縮ト共二逞延セルモ滲出液出現後

二幅ビ速進セリ．

 （25）ハ萎縮セラル・二反シ曝露シ滲出液出現

時二於テハ更二速進セリ．

 （26）ハ萎縮ト共二逞延セルモ滲幽液出現時＝

速進セリ．

 （27）ハ萎縮ト十二遅延シ滲出液出現時二速進

シ滲出液一溜度（柵）二七ツテハ遅延セリ．

 （28）ハ萎縮ト共二面延シ滲出液出現ト自国速

進セリ．

 （29）ハ萎縮セラル・二反シ速進シ後チ遅延滲

出液出現時二於テハ輕度高進セリ．

 （30）ハ萎縮ト共二逞延シ滲出液二影響セラレ

ズ．

 2）滲出液ト李均核数トノ關係（第2節實駿

t 65 ）
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ノ或；績表（24）一（30）参］K｛）

 （24）一面メ右方，滲出液出現後二輕度左方移

動ス．

 （25）万言メ右方，滲出液（柵）以後二左方移動

ス．

 （26）ハ滲出液（辮）＝及ンヂ左方移動ス．

 （27）ハ初メ右方，滲出液出現：・及ンデ左方移

動ス．

 （28）ハ初メ右方，滲出液出現二丁ンデ左方移

動ス．

 （29）ハ初メ右方，滲出液出現二回目デ温度左

方移動ス．

 （30）ハ初メヨリ右方移動シ滲出液二影響ナ

シ．

 3）滲出液ト丁重トノ丁丁（第；49表参照）

 （24）（27）（28）ハ減少，（29＞ハ寺田，（25）（26）

（30）ハ増加セリト難モ滲出液ヲ考慮スル高山

（25）ヲ除キ凡テ減少セリ．

 4）白血球百分率（第2節實験成績表（24）一

（30滲照）

：N細胞．増加3例（25）（27）（30），

        減少1例 （24）

L細胞．増加1例 （24），

        減少3例 （25）（27）（30）

E細胞．     減少1例「（30）

著攣ナカリシモノハ3例 （26）（28）（29）

5）萎縮三態ト滲出液トノ二二（第49表参照）

萎縮欣態（十）二在リテ滲出液程度

        （号十十） 1例  （27）

tt

11

tl

（H）二在リテ滲出液程度

    （枡）1例（26）

（研）＝在りテ滲出液程度

    （珊）1例（24）

（柵）自在リテ滲出液程度

    （柵）1例（28）．

    侮）3例（25）（29）（30）

 帥チ萎縮状態進展ト二二滲出液ノ出現二二二

等溜量大ナルヲ認ム．

 （29）ハ後期二至リ滲出液（柵）ヲ認メシナリ．

第49表

1＿．築＿＿㌔jL一 氣    胸    後
  i姓

品番脇 S．R 1牛均 SR  レ陶
1   1

ﾞ縮 滲出

慰偽
黷Q舶・ 核敷

燈 重
1蛉q劉2仙洞

四悪   回数

朕態
液程

x
宮 本

{ 本

a@柳
?西

?見

{ 本

ｧ 田

  しi29）

i26）

i2η｝

P鋤（25）1（30）

12

S4

T7

V2

R0

T5

5   15

@  29

@  78

@  79

@ 105
@  70

@  94

90 12．17

X3 11．86

P25口．74
P2211．83

P25  1．93

P17・1．37
P30］1犯  1

57kgi15
S％“181
S65，h7
S1．5〃

T0．5〃

S7 〃

S0．5〃

22

W0

Q8

T

41

P20

Q5

T3

P12

T5

P7

105

P33

V2

X3

P30

P01

U7

2．12

P．82

P．91

Q．01

Q．14

k95

Q．04

57kg  49

T0 〃

S5 〃

R9．5〃

T0 〃

ﾆ〃
S1 〃

51

R8

Q8

Q0

Q7

P7

（柵）

i粁）

i＋）

i柵）

i柵）

i㈱
i〃）

（＋）

i柵）

i〃）

i〃）

i柵）

i〃）

i〃）

 3）高度ノ肋膜癒着ヲ護見セシ例 7

 Cutler（51）ハ肋膜癒着ヲString， Band， Apical－

CaP二3大別シ200例申173例（86％）＝於テ獲

見セリト述べSchneider（21）ハ18例中3例旧邸テ

之ヲ座払経過ヲ追フテS．R．ヲ槻察スルニ敦レ

モ速進セルラ経験セリ．

 古曲鼓二高度ノ肋膜癒着Cut】er二依レバAP－

ical Cap）ヲ獲見セシ例7二就キS．R．≧F均核撒，

艦重，白血球百分率二如何二響セシカヲ縷述セ

ントス．

 （但シ内1例八反西側心病竈ノ出現ヲ合併

（35），1例ハ考慮スベキ滲出液ヲ合併セルモ

［ 66 ］
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200cc穿刺二依り急遽二吸牧セラレタリ．（34））

 術ホ輕度ノ索状癒着（Cutler＝依レバString）

ハ良好ナル経過ヲ辿りシ例（4）（8）（11）（16）

（18）（22）及ビ考慮スベキ滲出液ノ瀦溜ヲ見シ例

（24）（25）（26）（27）（29）二於テ経験シ，帯1一二i着

（Cutler＝依レバ：Band）一反封側増悪及ビ反封

側新病竈ノ出現ヲ來セシ例（42）（45）二於テ経験

セリ．故二肋膜癒着ノ総計ハ45例中20例ニシテ

44．4％二相當ス．

 1）萎縮欺態トS・R．トノ關係（第3節實験成

績表（31）一（37）：瑳套」照）

 （31）二言テハ萎縮ト共二逞延スレドモ後チ再

ビ速進セリ．

 （32）二項テハ速進セリ．’

 （33）二於テハ萎縮ト共二逞延スレドモ後チ再

ビ躍進セリ．

 （34）二於テハ萎縮ト共二逞延スレドモ後チ再

ビ躍進セリ．

 （35）二幅テハ萎縮ト共二逓延スレドモ後チ再

ビ速進セリ．

 （36）二於テハ萎縮ト共二遅延スレドモ後チ再

ビ速進セリ．

 （37）二幅テハ萎縮ト共二遅延スレドモ後チ再

ビ並進セリ．

要スル＝高度ノ癒着アル場合ニハ或ノレ泣目

於テハ萎i縮セラル・ニモ拘ハラズ速進シ1例

（32），或ル者ハ萎縮ト共二最初ノ間輕度邊延ス

レ1；モ再ビ速進ス，6例（31）（33）（34）（35）（36）

（37）．

 2）萎縮欺態ト平均核数トノ關係（第3節實
験成績表（31）一（37）参ノ餐《）

 （31）二一テハ初メ右方，後チ左方移動セリ．

 （32）二於テハ左方移動セリ．

 （33）二日テハ右方移動セリ．

 （34）＝於テハ初口右方，後チ左方移動セリ．

 （35）二野テハ反帯側新病竈出現期二左方移動

セリ．

 （36）二於テハ初メ1“f方，後チ左方移動セリ．

 （37）二於テハ初メ右方，後チ左方移動セリ．

 ：右方移動セルモノ1例（33），初メ右方後チ左

方移動セルモノ5例（31）（34）（35）（36）（37），左

方移動セルモノ1例（32）ヲ認メタリ．

 3）萎縮状態ト照重トノ出歯（第50表参照）

 （31）（33）（34）（35）（36）（37）二於テ減少シ，

（32）一派テハ不慮ナリ．

 4） 白血球百分率（第3節實験成績表（31）一

（37）参）累）

 ：N細胞．増加セルモノ2例（31）（33），減少セ

ルモノ斗例（32）（34）（35）（37）．

 ：L細胞．増加セルモノ4例（32）（34）（35）（37）

減少セルモノ2例（3D（33）．

 E細胞．増加セルモノ1例（34）

 著攣ナカリシモノ1例（36）ナリキ．

 而シテN細胞ハ減少セルモノ＝於テハ異常減

少シ，L細胞ハ増加セルモノニ於テハ異常増加

セリ．

第50表

  f

姓 俵番號
  1

＝・

氣    胸

S． R

前 氣 胸 後

源

4三均

i・・ 1－2・・ 1 24s・塑1麗

    SR 網野  氣胸萎縮
重回酬2磁下樋回数賦態

高 木

川副
竹 田

橋 本

金 石

東 野

（31） 96 121 P1301 1．65 36kg 81： 108 126 1．75 35kg 37 （暑）
1

（32） 49 100 1261   1
1．91 52．5〃 73 ：

@  i
110 126 1．78 52．5〃 10 （＋）

（33） 45 72   ｛ 113 L99 43 〃 30 55 100 2．14 40 〃 18 （什）

（34） 19 45 i 107 1．87 35 〃 60： 90 125 1．87 33 〃 12 （＋）

1

（35） 76 119 135 1．70 49 〃 i71 ［ 107 132 L85 42 〃 17 （＋）

（36） 80 122 135 L93 37 〃     1 196 131 140 2．01 35 〃 411 （＋）
（37） 58 91 125 1・・78 44 〃 i32 60 105 1．78 38 〃 27 （朴）

1

［ 67 ］
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 4）反謝一新病竈ノ出現及ビ反訴側増悪ヲ見

シ例 8

 血胸二際シ反面側ノ薪病竈出現及ビ反￥t側増

悪ヲ見シ例ハJablokovc「’2）20一一25％， Edonard

RiSt（53）26％，住吉，高倉（54）7例， Cekalev（47）11

％， Zinn， Geppert〈M 3％， Cooper， Walter E， Stall－

ings㈹12％， Epstein（48）8％，小川（49）18．8％ヂァ

ノレ．

 蘇ツテ余ノ場合二面テハ4）ノ反心側薪病竈

ノ串現及ビ反封側増悪ヲ見シ例8例3）ノ高度

ノ肋膜癒着ヲ生ゼシ例ノ内1例（35），合計9例

ニシテ20％二相當ス．

 斯カル註記側新病竈ノ出現及ビ反封側増悪ヲ

見シ場合S．R．，心心核敷，三重，白血球百分率

ハ如何二影響セラレシカヲ鼓二縷述セントス．

 1）反塁ナ側新病竈ノ出現及ビ反封測増悪トS．

R・トノ關係（第斗二品験成績表（38）一（45）滲照）

 （38）二二テハ萎縮ト共二反封二詠進シ反墾櫃ll

新病竈出現期ニハ邊延セリ．Sopp（1「）），ノ経験セ

ルAnergische S．R．二面スルモノナランカ．

 （39）二於テハ漸次良好ナルS、R．ヲ示シ正常

数迄邊延セルモ約1．5年後二反封側＝新忌詞出

現ヲ見タリ．表＝ハ遺憾乍ラソノ時期ノS．R．ヲ

記載シ得ズ．

 （40）萎縮ト共二1時間値2mm迄遅延セルモ

反i封側」面高二際シ速進セリ．

 （41） ＝於テハ最初ヨリ遅延ヲ示サズ滲出液出

現スルニ及ビテ面心セリ．

 （42）二於テハ萎縮ト共二輕度遅延セルモ肋膜

癒着ヲ生ジ反封側増悪ト共二面進セリ．

 （43） ＝於テハ最：初ヨリ遅延ヲ示サズ補充4

回時二滲出液ヲ認メ次二反封側新病竈出現ト共

二速進セリ．

 （44）＝於テハ萎縮ト共二面面当延スレドモ反

蜀側新冠竈出現ト共二速進セリ．

 （45）二心テハ萎縮ト共二面延シ反封点滴病竈

出現シ増悪セルモ画帳スルコトナシ．即チ反磁

側薪病竈出現及ビ反斐撫囎悪ノ場合ノS．R．ハ種

々雑多ニシテ（40）（41）（42）（43）（44）二於テ速

進，（38）ハ遅延，（45＞ハ速進スルコトナカリキ．

（39＞ハ省略ス．

 2）反一側増悪ト李均核激トノ關係（第；4節

實験成績表（38）一（斗5）参照）

 （38）二於テハ漸次右方移動スレドモ反封側新

病竈出現二際シ左方移動セリ．

 （39＞二曲テハ漸次右：方移動セリ．

 （zl（））＝於テハ漸次右方移動スレドモ反帝側増

悪二際シ左方移動セリ．

 （41）二三テモ二二ナリ．

 （42＞ ＝於テハ著明ナル攣動ナシ．

 （43）二三テ八二：初ヨリ左方移動セリ．

 （44）二於テハ漸次右方移動スレドモ反回側新

生竈II｝現二百シ二度左方移動セリ．

 （45＞二面テハ漸次右方移動スレドモ反封側新

病竈出現二面シ輕度左：方移動セリ．

 凡テニ於テ反封側新病竈出現及ビ増悪二際シ

テハ左方移動スレドモソノ卒均核高目氣胸心ノ

李均函数ヨリ大ナルモノ（38）（40）（41）（42）（44）

二於テ認一面ナルモノニ（43×45｝於テ認メタリ．

 （39）ハ省略ス．

 3）反封側新謡言出現及ビ反劉側増悪ト艦重

トノ叙爵（第51表滲照）

 （40）ノ増加ヲ認メタル外ハ敦レモ減少セリ．

 （39）ヲ省略ス。

 4）反封側新病態出現及ビ反封測増悪ト萎縮

歌態トノ關係（第51表蓼照）

 萎縮歌態（粁）ニテ増悪ヲ見タモノ3例

           （39）（42）（斗5＞．

tl

tl

（柵）＝テ増悪ヲ見タモノ3例

       （40）（41）（44）．

（柵）＝・テ増悪ヲ見タモノ2例

       （38） （43）．

 （39）ハ萎縮気態（什）二於テ増悪ヲ示セリ．

 5）白血球百分率（第4節實験成績表（38）一

（45）滲照）

 N細胞．増加1例 （41），

           減少1例 （45）

 ：L細胞．増加1例 （45），

         減少2例 （41）（42）

E細胞．増加1例 （42），

［ ee ］
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            減少1例 （44）

著攣ナカリシモノハ3例（38）（40）（43）ナリ

キ．

 （39） ヲ省略ス．

          第51表

（氣胸回敷ハ略ボ反封側新病竈出現及ビ反封側増悪期ニー致ス）

l  l  氣    胸    前
氣   胸    後

姓 表番號    S．R S．R
  1
蜚? ［

箆・ Pゐ・12始・

門門

j数
燈 重

養・ P塾・12“・

白白

�

萎縮

ｽ態

滲出

t程
x

葛 面

a@山
ﾎ 橋

@南

r本
ﾛ 山

ﾎ 橋

?森

（38）

i39）

i40）

i41）

i42）1

i43）｝

i44〕i（45）｝

43

T0

T2

S8

S0

P9

X5

S9

731116
W2 1116

V4 1132
W3 1122

V8  124

T2i114
P181125
W61・25

1．70

P．47

P．58

P．44

P．86

P．98

k76
P．95

41kg
T2 〃

R4 〃

R3．5〃

T4 〃

S4 〃

R4 〃

TL5〃

20
P258776745019

38  97

@60
@110

@133

@129

@130

@120

@114P

17｝㈱）｝（一）

ｯ型      91  、     I

奄堰^l糊231（柵）1（一）261（H）1 （）

（（4Uハ考慮スペキ滲出液ノ瀦溜ヲ見シ六二團スペキモノナルモ腹膜炎ヲ併嚢シ死亡セル六二便

宜上此ノ表二加ヘタリ）

第52表 合併症総括

＼合併症
@ ＼＼症大例別＼． 滲 出 液 肋膜癒着

反封側新病
}出現及ビ
揶ｫ

｝反封側新病；竈出現及ビ

肋障輔髄反封側新病

｣獺ピ［計     1

1 i
百分率

良好ナル経過ヲ
Hりシ例

（6）
（4）（8）（11）

i16）（18）（22）
0 0 0

『  一    ㎜  一    

 i

V1155％
@｛

考慮スペキ滲出
tノ瀦溜ヲ見シ

雛ll：：ll雛号1＠6）
0

（24）（25）〔26）

i27）（29）
0 0 17 37．8％

高度ノ肋膜癒着ヲ卑見セシ例

（34）

（31）（32）（33）  〔34）

i35）（36）（37）

（35） （34） 0 （35） 11 244％

反封測新酒竈ノ
o現及ビ七浦側ノ増悪ヲ見シ例 〔41）（43） （42）（45）

（38×39×4G）
@（41）（42）

i43）（44）（45）

・1（41）㈹   ［

（42）（45） 16 35．5％

総  訓 1・12・lgI612［311
百分率1244％1444％12・％ila3％ 吼4％i67％■

結 論

 1）本論：交ハ昭和11年7月ヨリ同13年5月迄

ノ問二石川縣健康相談所ヲ來訪セシ主トシテ偏

側人工氣胸適鷹症斗5例二就キ民望ヲ追フテ主ト

シテS．R．及ビ中性嗜好白血球ノ挙均核数が如何

二攣動セシカヲ楡索セルモノナリ．

2）回忌期間．最高18ケ月最低1ケ月李均8・6

ケ月n及べリ．

 3）滲禺液出現ノ頻度．11例（24．4％），滲出

。 es ）
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液面縁二面マルモノヲ加算セバ90％．

 4）肋膜癒着和見拳．20例（44．4％）

 5）反封切新鋼竈ノ出現及ビ反御側増悪頻

度， 9例（20％）

 6＞滲出液，肋膜癒着ノ獲見及ビ反封側増悪

ノ頻度ハ萎縮1伏態ノ進展ニツレテ大ナリ．

 7）良好ナル維過ヲ辿りシ例．

 S．R．；4例ヲ除キ敦レモ正常藪ヲ示スニ至レ

リ．

 雫均核数；敦レモ右方移動セリ．

 白血球百分率3概シテ：N細胞ノ減少，L，E

細胞ノ増加ヲ認メタリ．

 盟重ラ15例ハ増加，4例ハ不攣，4例ハ減少

セリ．

 自畳難症歌；全ク溝腿ス．

 8）考慮スベキ滲出液ノ瀦溜ヲ見シ例．

 S．R．；萎縮進展ト共二邊延セルモノ大多籔ヲ

占ムレドモ滲出液獲現前後＝速進セリ．

 平均核敷1萎縮進展ト朝畑右方移動スレドモ

滲出液獲現前後二左方移動セリ．

 白血L球百分率；概シテN細胞ノ増加，L， E

細胞ノ減少ヲ認軽羅リ．

 罷重；1例ヲ除キ敦レモ減少セリ．

 自畳的症歌；輕熱ヲ訴ヘシモノアルモ爾簸ノ

症歌消磁セリ．

 9）高度ノ肋膜癒着ヲ獲見セシ例．

 S．R．；萎縮當初二輕度ノ遅延ヲ認ムルモ再ビ

贈進ス．

 平均核数；萎縮當初二右方後チ左方移動ス．

 白血球百分率；N細胞ノ異常減少L細胞ノ異

常増加ヲ認ム．

 喰出；減少ヲ示ス．

 自畳的症状3炉座ス．

 10）反封側新畑竈ノ出現及ビ口封側増悪ヲ

見シ例．

 S．R．」最初ヨリ速進スルモノ，最初遅延，新

病竈出現及ビ檜悪期二速進スルモノ，遅延スル

モノ等羅多ナレドモ概シテ新病竈出現及ビ増悪

期＝ハ丁丁ス．

 畢均核籔；新病竈出現及ビ増悪期＝左方移動

ヲ認ム．

 白血球百分率；N，：L，E細胞ノ増減相牛ス．

 艦重5シテ減少ス．

 自畳的症状3輕快セズ．

 11）マントー氏反町1凡テ骨導テ陽性，而

シテ病竈ノ性欣トハ無品係ナリキ．

 12）外來氣胸二於テハ牧容氣胸二部シテ現

ハル・諸家ノ滲出液出現率並二反封側新誌竈ノ

出現及ビ反応側増悪頻度ヨリ大ナラズ．

 13）s．R．及ビ二二核敏ノ推移ハ全ク四駅ノ

経過如何二左右セラレ人工氣胸二依り鼻歌輕快

スル時ハ遅延及ビ右方移動ヲ來シテ正常二品セ

ントスル傾向ヲ示スモ考慮スベキ滲出液ノ瀦

溜，高度ノ肋膜癒着護山並二反封側新山竈ノ出

現及ビ反封側増悪ヲ見ル時ハ二進及ビ左方移動

ヲ來シS．R．及ビ卒均核藪ハ相並行ス．

 稿ヲ終ルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ト御校隈ノ榮

ヲ賜ハリタル恩師大里教授亜二醤石川縣健康相談所圭

任署江島博士二深甚ノ謝意ヲ表スルト共二實験二當リ

テ毎回佃液ヲ給與セラレタル患者諸氏二封シテ罵声深

甚ノ謝意ヲ表スルモノデアル．
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ku16sen mit K＿Pn． Th． Acta tubercul． Scandinav．，
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Altschuller， Zur：Frage tibe・die Blutverlinder・
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